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１． 訓練計画概要 

１．１ 中期計画上の令和５年度訓練の位置づけ 

日本核燃料開発では、実際に起こりうる事象を想定しその事態収束を行うことに主眼をおき実践性のあ

る訓練を開始している中、令和３年度の訓練結果で事象の進展が速い場合の対処が十分ではなく実践性

のある事態収束と情報提供に関する課題が抽出されたことから、第３次中計では緊対所内の情報共有に

関する改善に取り組むこととした。 

第３次中計の１年目である令和４年度訓練では、前年度抽出された課題解決に向けた取り組みとし

て、戦略策定に関して本部内での検討と共有に対する活動の改善に注力することとし、その習熟を図る

べく、あえてシナリオ進展速度をやや緩やかに設定して訓練を実施した。訓練の結果、特に人命保護、

プラント事態収束活動について迅速に対応することができ、その事態収束に関わる戦略策定情報の本部

内共有についても所定の狙いが達成できた。一方で、規制当局や自治体に対する説明責任の面で、少人

数で原災法事象に対応しなければならない高いストレス条件下ではそれが果たせないという弱みが顕在

化した。 

前年度抽出された課題解決に向けた取り組みとして、特に令和５年度は事態進展に即してプラント情

報や戦略の進捗状況を的確にERC へ提供することに注力することとし、訓練を通じて上記課題が十分に

解決できるか確認する。令和５年度訓練は、中期計画（令和４年度（2021年度）～令和６年度（2024年

度））の２年目であり、令和４年度で実施した事象を基本とするが、今年度訓練は２部制で訓練を実施

しするが、第３次中計の訓練想定は、単独事業所発災（１部制訓練且つSE及びGEを想定）であり、毎年

事象進展速度を速めて訓練を行っていく中で緊対所内の情報共有能力の向上や改善を重ね、中計最終年

で日本核燃料開発で想定される事象と進展速度で訓練を行い、事態進展の早いシナリオにおいても事態

収束のための情報共有ができ且つ重要な情報を選択、整理して発信出来るようにする。 

今年度の第１部訓練では、昨年度より事象の進展速度を速めたシナリオに加えて他事業所と同時発災時

の警戒事象下で発災現場での対応、緊急時対策所の対応、プラント情報や戦略の進捗状況を的確に ERC へ

提供できることを確認する。 

第２部訓練では、原子力災害対策特別措置法（以下、「原災法」という）が定める特定事象を想定し、目

標時間内に法令に基づいた通報・連絡が適切に実施できることを確認する。尚、第２部訓練は要素訓練と

し、ERC 模擬プラント班（ERC コントローラ模擬）に対して実施する。 

１．２ 訓練の目的 

弊社では実際に起こりうる事象を想定しその事態収束を行うことを主眼にしており、実践性のある訓

練を通して活動内容を検証し改善を行うことにより、緊急時対応能力の習熟並びに向上を図ることを目

的とする。 

１．３ 主たる検証項目及び達成目標 

 下記の 4項目を活動の柱としており、主たる検証項目として訓練を実施する。 

① 人命保護

【達成目標】従業員及び作業員の人命保護を目的として、安全 (放射線安全と作業安全)の 確認が実
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施できていること、負傷者が発生した際の救助活動が適切に行われること。 

(モニタリング訓練、避難誘導訓練、身体除染・救護訓練)

② 事態収束

【達成目標】放射性物質拡散防止の対応ができること。

(事象収束作業訓練、消防活動訓練、後方支援活動訓練) 

③ 住民避難

【達成目標】事象の状況に応じた地域住民、近隣施設及び関係機関への的確な通報が実施できること。

(通報連絡訓練、ＥＲＣ常時応答訓練、緊対所での戦略策定訓練)

④ 社会への説明責任

【達成目標】社会に対して誠実に事実の伝達を行うこと。

(プレス対応訓練)

２．訓練実施日および対象施設 

２．１ 実施日時 

実施日時 

第１部訓練 ２０２３年１月１９日（金） 

１３時１５分～１６時００分（予定） 

第２部訓練 ２０２３年１月１９日（金） 

９時３０分～１０時３０分（予定）・・・ERC への通報訓練 

１０時３０分～１１時３０分（予定）・・・社内模擬記者会見 

２．２ 対象設備 

対象設備 

第１部訓練 ・ホットラボ施設（発災現場）

・材料棟

・研究第二本館（緊急時対策所）

第２部訓練 ・ホットラボ施設（発災現場）

・研究第二本館（緊急時対策本部）
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３．実施体制及び評価体制並びに参加人数 

３．１ 第１部訓練実施体制 

３．２ 第２部訓練実施体制 

日本原子力研究開発機構 
大洗研究所 

東芝エネルギーシステムズ㈱ 
パワーシステム事業部 

日立 GE ﾆｭｰｸﾘｱ･ｴﾅｼﾞｰ㈱ 
原子力コミュニケーション・渉外部 

日本核燃料開発（株）

防災本部

（緊急時対策所）

常時応答

（電話接続）
原子力規制庁 

緊急時対応センタ－ 
（ＥＲＣ） 
《模擬》 

通報連絡先

現場状況、その他

FAX 送信、電話連絡 

常時応答 

（Webex 接続） 
原子力規制庁 

緊急時対応センタ－ 
（ＥＲＣ） 

通報連絡先

原子力規制庁
東海・大洗原子力

規制事務所

茨城県 原子力安全対策課 

通報・連絡

大洗町 生活環境課 

大洗町 消防本部 
《社内別室で模擬》 

消防車

救急車

出動要請

《模擬》

日本核燃料開発（株）

防災本部

（緊急時対策所）

指示 報告

①活動班

(ホットラボ※１)

(ホットラボ以外※2)

(支援拠点※3)

②協力会社

（活動班の支援）

※1：放射線測定班、災害防止班、汚染除去班、

救護班

※2：情報班、通報連絡班、広報班、施設管理班、

資材班、警備誘導班、消防班

※3：防災管理者が指名

コントローラ

付与

消防車

救急車

出動要請

《模擬》

大洗町 消防本部 
《社内別室で模擬》 
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３．３ 評価体制 

（１）第１部訓練

コントローラ２名（緊急時対策本部；１名、発災現場；１名）を社内評価者とし、検証項目に対す

る達成度及び前回の訓練で抽出された改善点への取り組みを評価し、課題の抽出を行い、さらに、前

述の「１．３ 主たる検証項目及び達成目標」に記載の４つの柱に対する評価も行う。活動班班長に

よる自己評価、社内管理職からの選任された評価者及び社外評価者による客観的な視点から評価を行

い、改善点の抽出を行う。 

社外評価者として、（株）グローバル・ニュークリア・フュエル・ジャパン（以）下、「GNF-J」）殿

によるピアレビューを受ける。 

（２）第２部訓練

コントローラ２名（緊急時対策本部；１名、発災現場；１名）を社内評価者とし、検証項目に対す

る達成度及び前回の訓練で抽出された改善点への取り組みを評価し、課題の抽出を行い、さらに、前

述の「１．３ 主たる検証項目及び達成目標」に記載の４つの柱に対する評価も行う。社内管理職か

らの選任された評価者による客観的な視点から評価を行い、改善点の抽出を行う。 

３．４ 参加者（予定） 

（１）第１部訓練

・参加者：プレーヤ ８３名

・コントローラ：緊急時対策本部コントローラ１名、現場コントローラ１名

・評 価 者：２名（社内）＋２名（社外） 

（２）第２部訓練

・参加者：プレーヤ １６名

・コントローラ：緊急時対策本部コントローラ１名、現場コントローラ１名

・評 価 者：２名（社内） 

４．訓練想定（平日・休日、日中・夜間、施設運転状態、事象想定、スキップの有無等） 

（１）第１部訓練

・平日昼間、茨城県沖で発生した震度６弱の地震が発生し、燃料貯蔵プール内で燃料集合体が破損しＦＰ

ガスが放出されるが、収束活動により特定事象には至らない事象を想定する。 

（２）第２部訓練

・平日昼間、茨城県沖で発生した震度６弱の地震が発生し、燃料貯蔵プール内で燃料集合体が破損しＦＰ

ガスが放出され、全面緊急事態（ＧＥ）に至る事象を想定する。 

（３）第１部、第２部訓練共通

・訓練途中での時間スキップ：無し

・シナリオ開示有無：一部開示有(副防災管理者 2名)

５．訓練シナリオ（案） 

第 1部：別紙 1 (第 1 部訓練事象進展時系列) 

第 2 部：別紙 2 (第 2 部訓練事象進展時系列) 
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６．訓練項目及び内容 

６．１ 第１部訓練項目及び内容 

No. 訓練項目 訓練内容 

1 警戒事象発生時の招集訓練 1)原子力防災要員等の招集から 15 分以内に原子力防災組織の立上げ

を行う。

2 通報連絡訓練 1)警戒事象発生の連絡を行う。

2)事象発生後の経過連絡を行う。

3 モニタリング訓練 1)放射線デ－タ監視システム指示値の把握と共有

2)外部被ばく、内部被ばく、周辺汚染状況の測定

2)周辺環境の放射線量測定および放射線影響評価

4 避難誘導訓練 1)構内避難者(来客者含む)の誘導

2)構内人員の安否確認

5 身体除染、救護訓練 1) 身体汚染者に対するシャワー水による除染

対象者をシャワー室に誘導し、シャワー水を実際に出水させ汚

染想定箇所のシャワー除染

2) 負傷者に対する、救護活動を行う。

作業中の負傷を想定し、担架によるホットラボ施設玄関までの

搬送及び救護活動を行う。

3) 救急車による病院への搬送

ホットラボ施設玄関から病院(正門以降は模擬とする)へ、救急

車による搬送を行う。 

6 緊対所内での戦略策定訓練 1)緊対所内の意思決定のために COP を用いた戦略策定のプロセスの確

認と適切なタイミングでの情報共有を行う。

7 社内の情報連絡訓練 1)事象の状況に応じた適切な伝達方法の選択と情報の共有

無線機での伝達を基本とし、秘匿性の高い情報、長時間の会話や個

別連絡は携帯電話または内線電話等を選択する。

8 後方支援活動訓練 ― 

9 ERC との常時応答訓練 1)ERC と常時 Webex 接続し、書架装置を使った情報連携を実施する。

2)ERC 側に伝えるべき情報(施設情報、活動状況、人員状況、COP を用

いた戦略策定結果)を適切なタイミングで情報共有する。

3)ERC からもたらされた重要情報を社内共有する。

4)10 条確認会議及び 15 条認定会議へ参加する。

10 消防活動訓練 1)火災報知器発報、初期消火(消火器準備し構えるまで行い、実際の噴

射は行わない)、公設消防の模擬要請まで行う。

11 事象収束作業訓練 1)発災現場の放射線デ－タ等情報収集及び現場入域可否の判断

2)発災現場状況の調査・報告

3)事態進展予測を検討し、環境への影響を軽減するための緊急作業対

応（排風機の停止）と放射者性物質閉じ込めのための排風機の停止

及び建屋開口部(扉等)の目張り作業について検討を行い、目張り作

業の準備を指示する。

12 プレス対応訓練 ― 

13 地震後点検訓練 1)防災本部の指示に沿った点検作業の実施
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６．２ 第２部訓練項目及び内容 

No. 訓練項目 訓練内容 

1 警戒事象発生時の招集訓練 ― 

2 通報連絡訓練 1)事象発生後の経過連絡

2)原災法第 10 条事象発生の通報（事象判断後 15 分以内）

3)原災法第 15 条事象発生の通報（ 〃    ） 

4)第 25 条報告（２回以上）

3 モニタリング訓練 ― 

4 避難誘導訓練 ― 

5 身体除染、救護訓練 ― 

6 緊対所内での戦略策定訓練 緊対所内の意思決定のために COP を用いた戦略策定のプロセスの確認

と適切なタイミングでの情報共有を行う。 

7 社内の情報連絡訓練 ― 

8 後方支援活動訓練 ― 

9 ERC との常時応答訓練 1)ERC と「常時電話の通話接続」による情報連携を実施する。

2)ERC 側に伝えるべき情報(施設情報、活動状況、人員状況、COP を用

いた戦略策定結果)を適切なタイミングで情報共有する。

3)特定事象発生に関する認識を合致させるためのＥＡＬ判断根拠の説

明を行う。

10 消防活動訓練 ― 

11 事象収束作業訓練 ― 

12 プレス対応訓練 1)プレス文作成と記者会見の実施

社内会議室を使用した模擬記者会見を実施する。記者役は従業員で模

擬する。 

2)ERC 広報班との連動

プレス発表分を ERC 広報班へ FAX 又はメールで連絡する。 

13 地震後点検訓練 ― 
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７． 前回までの訓練の課題に対する改善（対策）状況 

No． 前回までの訓練の課題 改善（対策）状況 

１ 監視強化事象以降において事態進展に即してプラ

ント情報や戦略の進捗状況を的確にERC へ提供出

来ていなかった。

＜提供できなかったプラント情報＞

・原災法第10 条事象及び原災法第15 条事象到達

に関する情報

・事故の進展予測と収束対応戦略計画」、「戦略の

進捗状況」に関する情報

１）緊急時対応マニュアルにおいて、EAL判断基準

について明記している。また、EAL判断基準に

関しては毎年教育を行っており、今年度は

2023年5月に実施済み。また、ERC対応者が担

うべき役割と時系に沿った対応について本部

長を含めた対応メンバーの理解を深めるため

の教育を行うと共に、ERCに対して具体的な戦

略をどのタイミングで出していくか事態進展

の把握と戦略の集約と発信方法について検証

して訓練を行う。

２）所定のERC 対応者（２名）に減員が生じ、監

視強化事象２名体に至った際の本部メンバー

のいずれかのメンバーがサポートすることと

うぃ、ERC対応が２名体制で対応出来るように

緊対所内の本部統括のバックアップ体制の整

備検討中。

３）現場活動情報連絡手段を従来のＦＡＸかたＰ

Ｃを用いた情報共有方法に見直しをおk内、タ

イムリーに情報共有及び情報提供ができるよ

う改善を行った。

プラント情報COPの記載様式見直し、緊対所内

の監視パネルの配置見直しは検討中。

緊急時対策本部とＥＲＣとの間で通常使用す

る通信機器としてＷｅｂ会議(Webex)システム

を導入した。訓練を通じて情報連携の改善を図

っていく。

２ 本部において原災法第10 条事象から10 分経過し

たにも係わらず原災法第15 条事象の到達 

判断が遅れた。 

特定事象到達警報メッセージが自動的に監視パネ

ルに出力される警報メッセージに加えて、監視シ

ステムの設定を見直して警報メッセージに連動し

て警報音が発報する仕組みに見直した。

３ 記者会見開始時刻を 3 回も変更し記者に不信感を

与えてしまった。 

事態の経緯並びにわかる範囲での今後の対応につ

いて速やかに伝えていくことを基本としマニアル

に反映して訓練を行う。 
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８． ＥＲＣプラント班との情報共有に用いる資料・様式 

資料１ 警戒事態該当事象発生連絡（様式第８） 

資料２ 警戒事態該当事象発生後の経過連絡（様式第９） 

資料３ 特定事象発生通報（様式１０） 

資料４ 応急措置の概要（事業所内事象）（様式第１２） 

資料５ 活動計画と実績ＣＯＰ 

資料６ 施設の状況ＣＯＰ 

資料７ 放射線モニタリングＣＯＰ 

資料８ 人員状況ＣＯＰ 

資料９ ＥＲＣ書架内の資料(ファイル名：原子力災害対策活動で使用する資料) 

９． ＥＲＣ書架内の資料整備状況（資料リスト） 

No 資料名 

1 事業所周辺地図 

2 事業所周辺航空写真 

3 事業所周辺環境モニタリング関連データ 

4 事業所周辺人口関連データ 

5 使用許可申請書 

6 ホットラボ施設許可申請書図面集

7 主要設備概要 

8 規制類(ホットラボ施設保安規定、原子力事業者防災業務計画) 

9 その他資料 

①敷地周辺図

②構内施設配置図

③現場平面図

④プール作業場図

⑤防災本部平面図

⑥非常用電源負荷リスト

⑦共通状況認識（プラント状況、放射線状況） ＣＯＰ

⑧原災法事象判断フローチャート

⑨原災法事象収束作業判断 COP

⑩ホットラボ棟給排気設備ダクト系統図
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別紙 1 

別
紙

1
 

(
第

１
部
訓
練
 
事
象
進
展
時
系
列
) 
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訓練シナリオに係る事項のため非公開
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２
部
訓
練
 
事
象
進
展
時
系
列
)

10

別紙２ 

訓練シナリオに係る事項のため非公開



表
1
　

プ
ロ

セ
ス

評
価

2
0
2
2
年

度
 
防

災
総

合
訓

練
 
評

価
用

シ
ー

ト
（

1
／

3
）

自
己

判
定

1
作

業
者

、
周

辺
作

業
者

の
避

難
H
L
 
G

事
象

発
生

後
、

速
や

か
に

退
避

で
き

た
か

（
放

射
性

物
質

を
取

り
扱

っ
て

い
る

場
合

は
、

放
拡

散
し

な
い

処
置

を
施

し
て

か
ら

速
や

か
に

退
避

で
き

た
か

）

H
L
 
G

安
管

G

3
（

防
）

4
（

放
）

（
本

）

（
情

）

（
本

）

各
班

7
特

定
事

象
に

至
る

基
準

を
確

認
し

、
速

や
か

に
判

断
で

き
た

か

8
本

部
長

は
特

定
事

象
発

生
を

宣
言

し
、

防
災

活
動

要
員

に
周

知
で

き
た

か

9
Ｆ

Ａ
Ｘ

送
信

、
Ｆ

Ａ
Ｘ

着
信

の
電

話
連

絡
は

ス
ム

ー
ス

に
行

わ
れ

た
か

1
0

Ｅ
Ｒ

Ｃ
へ
の

Ｆ
Ａ

Ｘ
連

絡
は

単
独

で
送

信
で

き
た

か

1
1

（
本

）
新

通
報

様
式

（
サ

ン
プ

ル
を

活
用

）
で

の
通

報
Ｆ

Ａ
Ｘ

作
成

に
混

乱
は

な
か

っ
た

か

○
：

良
好
、

 △
，
×
：
改
善
が
必
要
な
レ
ベ
ル
、
－
：
評
価
対
象
外

３
：
有
効
に
機
能
し
て
い
る
レ
ベ
ル
、
 
２
：
軽
微
な
改
善
点
が
あ
る
レ
ベ
ル
、
 
１
：
改
善
が
求
め
ら
れ
る
レ
ベ
ル

【
訓

練
評

価
者

判
定

】
【

自
己

判
定

】

本
部

活
動
開

始
の

構
内

一
斉

放
送

後
、

速
や

か
に

参
集

で
き

た
か

情
報

の
収

集
発

生
事

象
、

放
射

線
測

定
の

結
果

、
被

ば
く

・
負

傷
者

の
情

報
を

収
集

で
き

た
か

（
収

集
後

、
正

確
に

（
本

）
へ

報
告

で
き

た
か

）

所
見

2
作

業
現

場
か

ら
の

通
報

連
絡

い
つ

、
ど

こ
で

、
ど

の
よ

う
な

状
況

で
あ

る
か

が
正

確
に

伝
え

ら
れ

た
か

N
o

イ
ベ
ン
ト

訓
練
内
容

担
　
当

評
価
内
容

訓
練
評
価
者

判
定

6

（
通

）

原
災

法
第

1
0
条

通
報

、
第

1
5
条

報
告

の
判

断
(
本

)

警
戒

事
態

該
当

事
象

発
生

時
お

よ
び

特
定

事
象

発
生

時
の

初
動

訓
練

関
係

者
参

集
、

本
部

機
能

開
始

5

改
善
案

通
報

訓
練

通
報

連
絡
・

電
話

対
応
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表
1
　

プ
ロ

セ
ス

評
価

2
0
2
2
年

度
 
防

災
総

合
訓

練
 
評

価
用

シ
ー

ト
（

2
／

3
）

自
己

判
定

○
：

良
好
、

 △
，
×
：
改
善
が
必
要
な
レ
ベ
ル
、
－
：
評
価
対
象
外

３
：
有
効
に
機
能
し
て
い
る
レ
ベ
ル
、
 
２
：
軽
微
な
改
善
点
が
あ
る
レ
ベ
ル
、
 
１
：
改
善
が
求
め
ら
れ
る
レ
ベ
ル

【
訓

練
評

価
者

判
定

】
【

自
己

判
定

】

所
見

N
o

イ
ベ
ン
ト

訓
練
内
容

担
　
当

評
価
内
容

訓
練
評
価
者

判
定

改
善
案

1
2

（
放

）
適

時
に

実
施

し
、

速
や

か
に

結
果

を
（

本
）

へ
報

告
で

き
た

か

1
3

（
本

）
指

示
値

情
報

を
正

確
に

収
集

で
き

た
か

1
4

外
部

被
ば
く

、
内

部
被

ば
く

、
周

辺
汚

染
の

測
定

（
放

）
適

時
に

実
施

し
、

速
や

か
に

結
果

を
（

本
）

へ
報

告
で

き
た

か

1
5

周
辺

環
境
の

放
射

線
計

測
（

放
）

適
時

に
実

施
し

、
速

や
か

に
結

果
を

（
本

）
へ

報
告

で
き

た
か

1
6

（
災

）
事

象
発

生
後

、
活

動
班

員
以

外
の

避
難

者
を

発
災

現
場

か
ら

避
難

さ
せ

た
か

1
7

（
警

）
事

象
発

生
後

、
活

動
班

員
以

外
の

避
難

者
に

対
し

て
屋

内
待

機
の

構
内

放
送

を
明

確
に

実
施

で
き

た
か

1
8

（
救

）

1
9

（
放

）

2
0

（
救

）
―

（
1
1
9
番

通
報

お
よ

び
救

急
車

出
動

は
模

擬
）

―
―

―
―

2
1

情
報

連
絡

訓
練

各
班

、
各

事
象

・
状

況
に

応
じ

て
、

適
切

な
連

絡
方

法
の

選
択

各
班

状
況

に
応

じ
て

無
線

機
、

携
帯

電
話

、
内

線
電

話
等

を
選

択
し

、
報

告
・

情
報

共
有

に
混

乱
は

な
か

っ
た

か

2
2

電
話

お
よ
び

Ｆ
Ａ

Ｘ
は

速
や

か
に

実
施

で
き

た
か

2
3

伝
え

る
べ
き

内
容

は
正

確
に

伝
達

で
き

た
か

2
4

オ
フ

サ
イ
ト

セ
ン

タ
へ

の
移

動
Ｏ

Ｆ
Ｃ

要
員

の
参

集
は

適
時

に
実

施
で

き
た

か
―

―
―

―

2
5

オ
フ

サ
イ
ト

セ
ン

タ
と

防
災

本
部

の
情

報
交

換
―

（
実

施
し

な
い

）
―

―
―

―

Ｏ
Ｆ

Ｃ
要

員

事
前

に
対

象
者

の
詳

細
な

負
傷

状
況

、
汚

染
状

況
等

を
確

認
で

き
た

か
負

傷
し

た
作

業
員

の
管

理
区

域
内

か
ら

の
救

出
、

退
域

時
の

身
体

汚
染

検
査

お
よ

び
管

理
区

域
外

で
の

担
架

に
よ

る
搬

送
救

急
車

に
よ

る
病

院
へ

の
搬

送

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

訓
練

放
射

線
モ

ニ
タ

警
報

、
指

示
値

の
情

報
収

集

避
難

誘
導

訓
練

事
業

所
避

難
者

の
誘

導

オ
フ

サ
イ

ト
セ

ン
タ

要
員
活

動
訓

練

他
事

業
者

と
の

連
携

訓
練

東
海

ノ
ア

へ
の

実
連

絡
（

本
）

救
護

訓
練
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表
1
　

プ
ロ

セ
ス

評
価

2
0
2
2
年

度
 
防

災
総

合
訓

練
 
評

価
用

シ
ー

ト
（

3
／

3
）

自
己

判
定

○
：

良
好
、

 △
，
×
：
改
善
が
必
要
な
レ
ベ
ル
、
－
：
評
価
対
象
外

３
：
有
効
に
機
能
し
て
い
る
レ
ベ
ル
、
 
２
：
軽
微
な
改
善
点
が
あ
る
レ
ベ
ル
、
 
１
：
改
善
が
求
め
ら
れ
る
レ
ベ
ル

【
訓

練
評

価
者

判
定

】
【

自
己

判
定

】

所
見

N
o

イ
ベ
ン
ト

訓
練
内
容

担
　
当

評
価
内
容

訓
練
評
価
者

判
定

改
善
案

2
6

（
本

）
電

話
で

の
拠

点
開

設
依

頼
は

速
や

か
に

実
施

で
き

た
か

2
7

（
資

）
移

動
手

段
の

準
備

、
資

材
の

移
動

、
拠

点
開

設
と

開
設

後
の

(
本

)
へ

の
報

告
は

適
切

に
実

施
で

き
た

か

2
8

収
集

し
た
線

量
デ

ー
タ

等
か

ら
適

切
な

立
ち

入
り

の
判

断
が

で
き

た
か

2
9

緊
急

作
業
指

示
書

を
発

行
し

た
か

（
災

）

（
放

）

（
災

）
(
施

)

（
放

）

3
2

プ
レ

ス
対

応
要

員
の

選
定

、
派

遣
及

び
関

係
機

関
と

の
調

整
（

模
擬

）
（

本
）

プ
レ

ス
対
応

要
員

の
収

集
は

適
時

に
実

施
で

き
た

か

3
3

記
者

会
見
に

必
要

な
資

料
を

漏
れ

な
く

準
備

で
き

た
か

3
4

プ
レ

ス
文
に

基
づ

い
て

正
確

に
説

明
が

で
き

た
か

3
5

質
問

へ
の
回

答
は

事
実

を
説

明
し

て
い

る
か

（
個

人
の

考
え

や
想

像
は

混
在

し
て

い
な

い
か

）

3
6

Ｅ
Ｒ

Ｃ
広
報

班
へ

の
プ

レ
ス

文
送

付
記

者
会

見
前

に
Ｅ

Ｒ
Ｃ

広
報

班
へ

プ
レ

ス
文

を
送

付
し

て
情

報
共

有
が

で
き

た
か

3
7

事
実

ま
た
は

事
象

お
よ

び
次

の
行

動
予

定
等

が
報

告
で

き
た

か
（

そ
の

他
、

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
の

記
載

事
項

、
情

報
発

信
（

Ｆ
Ａ

Ｘ
）

の
着

信
確

認
）

3
8

Ｅ
Ｒ

Ｃ
か
ら

の
質

問
に

対
し

て
は

、
原

子
力

防
災

管
理

者
（

本
部

長
）

に
質

問
内

容
を

伝
え

、
指

示
を

仰
い

で
回

答
で

き
た

か

後
方

支
援

拠
点

と
の

連
携

訓
練

日
揮

ホ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
ス

(
株

)
へ

の
実

連
絡

プ
レ

ス
対

応
訓

練

（
広

）

記
者

会
見

の
実

施
（

社
内

で
実

施
）

3
0

事
象

状
況
の

詳
細

な
調

査
（

特
に

プ
ー

ル
内

の
集
合

体
の

状
況

）
正

確
な

状
況

を
（

本
）

へ
報

告
で

き
た

か
事

象
収

束
活

動
訓

練

（
本

）

3
1

調
査

状
況

に
応

じ
た

事
象

に
よ

る
環

境
へ

の
影

響
を

軽
減

す
る

た
め

の
緊

急
作

業防
災

本
部
に

お
け

る
線

量
デ

ー
タ

等
の

情
報

収
集
お

よ
び

現
場

へ
の

立
入

り
可

能
性

の
検
討

Ｅ
Ｒ

Ｃ
と

の
常

時
応

答
訓
練

詳
細

状
況
、

対
応

経
過

等
の

情
報

共
有

（
本

）

戦
略

に
従

い
行

動
で

き
た

か
。

(
排

風
機
停

止
、

目
張

り
作

業
)
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本部員 各班班長 各位 

総務 Gr. 

2023 年度防災訓練に対する自己評価 

防災訓練は、実際に起こりうる発災事象を想定した訓練を行うこととしており、特に下記の 4つの観点を柱と

しております。訓練結果を踏まえてそれぞれの観点についての本部員、各班の自己評価をいただきますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

これらを元に社内総括会議等で内容確認し、今後の改善を図ってまいります。 

【回答者(回答班)】 

４つの観点に対する自己評価 

① 人命保護

【達成目標】 従業員及び作業員の人命保護を目的として、安全 (放射線安全と作業安全)の確認が実

施できていること、負傷者が発生した際の救助活動が適切に行われることを確認する。 

(モニタリング訓練、避難誘導訓練、身体除染・救護訓練)

【自己評価】 

② 事態収束

【達成目標】 放射性物質拡散防止の対応ができることを確認する。

(事象収束作業訓練、消防活動訓練、後方支援活動訓練) 

【自己評価】 

③ 住民避難

【達成目標】 事象の状況に応じた地域住民、近隣施設及び関係機関への的確な通報が実施できるこ

とを確認する。 

(通報連絡訓練、ＥＲＣ常時応答訓練、緊対所での戦略策定訓練) 

【自己評価】 

④ 社会への説明責任

【達成目標】 社会に対して誠実な事実の伝達を行うことを確認する。

(プレス対応訓練) 

【自己評価】 

以上
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様式第８

警戒事態該当事象発生連絡 （第  報）

年   月   日 

原子力規制委員会、都道府県知事、市町村長  殿

 警戒事態該当事象発生連絡 連絡者名

連 絡 先

  警戒事態該当事象の発生について、原子力災害対策指針に基づき連絡します。 

原子力事業所の名称及び 

場所 

名称：日本核燃料開発株式会社 

場所：茨城県東茨城郡大洗町成田町 2163 番地 

警戒事態該当事象の 

発生箇所 

発生建屋：ホットラボ棟（核燃料使用施設、ＲＩ使用施設） 

区域区分：□管理区域 □非管理区域 □その他( )
警戒事態該当事象の 

発生時刻 
年 月 日 時 分（２４時間表示） 

発

生

し

た

警

戒

事

態

該

当

事

象

の

概

要

警戒事態該当事象の

種類 

□大洗町において震度６弱以上の地震

□大洗町を津波予報区とする大津波警報

□オンサイト総括が警戒が必要と認めた場合

□原子力規制委員会委員長又は委員長代行が警戒本部の設置が必要を

判断した場合

想定される原因 
□故障，□誤操作，□火災，□爆発，□地震，□調査中，

その他（                  ）

検出された放射線量

の状況、検出された

放射性物質の状況、

主な施設・設備の状

態等 

運転状況：□運転中 □停止中 □その他(         )

放射性物質及び放射線に関するデータ：添付の様式 12(4/4)に記載 

その他警戒事態該当事象の

把握に参考となる情報
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様式第９

警戒事態該当事象発生後の経過連絡 （第  報）

年 月   日 

原子力規制委員会、都道府県知事、市町村長  殿

 警戒事態該当事象発生後の経過連絡 連絡者名

連 絡 先

  原子力災害対策指針に基づき、警戒事態該当事象発生後の経過を以下のとおり連絡します。 

原子力事業所の名称及び場所 
名称：日本核燃料開発株式会社 

場所：茨城県東茨城郡大洗町成田町 2163 番地 

警戒事態該当事象の 

発生箇所（注 1） 

発生建屋：ホットラボ棟（核燃料使用施設、ＲＩ使用施設） 

区域区分：□管理区域 □非管理区域 □その他( ) 

警戒事態該当事象の 

発生時刻（注 1） 
年 月 日 時 分（２４時間表示） 

警戒事態該当事象の種類（注１） 

発生事象と対応状況（注２）

運転状況：□運転中 □停止中 □その他( )

放射性物質及び放射線に関するデータ：添付の様式 12(4/4)に記

載

その他の事項の対応（注３）

（注１）最初に発生した警戒事態相当事象の発生箇所、発生時刻、種類について記載する。 

（注２）設備機器の状況、故障機器の応急復旧、拡大防止措置等の時刻、場所、内容について発生順 

に記載する。 

（注３）防災本部の設置状況、支援拠点の設置状況、被ばく患者発生状況等について記載する。 
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様式第１０

特定事象発生通報

年 月 日

内閣総理大臣、原子力規制委員会、都道府県知事、市町村長  殿

             通報者名 

           連絡先  

特定事象の発生について、原子力災害対策特別措置法第１０条第１項の規定に基づき通報します。 

原子力事業所の名称

及び場所

名称：日本核燃料開発株式会社 

場所：茨城県東茨城郡大洗町成田町 2163 番地 

特定事象の発生箇所
発生建屋：ホットラボ棟（核燃料使用施設、ＲＩ使用施設） 

区域区分：□管理区域 □非管理区域 □その他( ) 

特 定 事 象 の 発 生 時 刻

※原子力防災管理者が事象

を判断した時刻

年 月 日 時 分（２４時間表示）

発

生

し

た

特

定

事

象

の

概

要

特 定 事 象 の 種 類

原災法第 10 条に基づく基準 原災法第 15 条に基づく基準 
□敷地境界放射線量上昇

□放射性物質通常経路放出

□火災爆発等による放射性物質放出

□原子炉外臨界のおそれ

□その他（   ）

□敷地境界放射線量上昇

□放射性物質通常経路放出

□火災爆発等による放射性物質放出

□原子炉外臨界

□その他（   ）

想 定 さ れ る 原 因
□故障，□誤操作，□火災，□爆発，□地震，□調査中，

その他（                   ）

検出された放射線量

の状況、検出された

放射性物質の状況、

主な施設・設備の状

態等

運転状況：□運転中 □停止中 □その他(         )

放射性物質及び放射線に関するデータ：添付の様式 12(4/4)に記載 

その他特定事象の把握に

参 考 と な る 情 報

特定事象発生の判断根拠：

風向、風速：

天候：

中性子測定値： μSv/h

その他：

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

（第   報）

□第 10 条事象発生 

□第 15 条事象発生 
第１０条通報
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様式第１２（１／４） 

応急措置の概要（事業所内事象） 

年  月  日 

内閣総理大臣、原子力規制委員会、都道府県知事、市町村長 殿 

報告者名 

連 絡 先 

原子力災害対策特別措置法第２５条第２項の規定に基づき、応急措置の概要を以下のとおり報告します。 

原子力事業所の名称 

及び場所 

名称：日本核燃料開発株式会社 

場所：茨城県東茨城郡大洗町成田町 2163 番地 

特定事象の発生箇所 

（注１） 

発生建屋：ホットラボ棟（核燃料使用施設、ＲＩ使用施設） 

区域区分：□管理区域 □非管理区域 □その他( ) 

特定事象の発生時刻 

(注１) 

※原子力防災管理者が

事象を判断した時刻

年 月 日 時 分（２４時間表示） 

特定事象の種類 

（注１） 

発生事象と対応の概

要（注２） 

運転状況：□運転中 □停止中 □その他( ) 

その他の事項の対応 

（注３） 

※添付様式： □施設の運転に関するパラメータ □放射性物質及び放射線に関するデータ

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

（注１）最初に発生した特定事象の発生箇所、発生時刻、種類について記載する。 

（注２）設備機器の状況、故障機器の応急復旧、拡大防止措置等の時刻、場所、内容について発生 

時刻順に記載する。 

（注３）防災本部の設置状況、支援拠点の設置状況、被ばく患者発生状況等について記載する。 

第２５条報告 

（第 報）
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様式第１２（２／４） 

（事業所内事象） 

【施設の運転に関するパラメータ】 

１．特定事象発生時の運転状況 

特定事象発生時の工程 
工程 

設備 

放射性物質の放出の有無 □有 □無

２．放射性物質の放出状況 

放射性物質の放出箇所 

□排気筒放出口

□排気筒放出口以外

(場所: 地上高:  ｍ) 

３．特定事象の発生施設の状態 

項 目 確認時刻（ 月 日 時 分） 

商用電源 □通電 □停電 □その他( ) 

非常用電源 □起動 □待機 □その他( ) 

火災 □有 □無 □その他( ) 

警報 

□発報無

発報有

(□プール水位 □エリアモニタ □スタックモニタ □負圧

□その他( )) 

その他 □無 有(□臨界 □爆発 □その他( )) 

特記事項 

※上記項目については、情報が得られたものから記入し、迅速に報告することとする。
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様式第１２（３／４） 

（事業所内事象） 

【放射性物質及び放射線に関するデータ(1/2)】 

１．放射性物質の状況 

項 目 評価時刻（ 月 日 時 分） 

評価時刻での放出量（放出率） 

希ガス （Bq/h） 

ヨウ素 （Bq/h）

 全 α （Bq/h） 

 全 β （Bq/h） 

 総  量 （Bq/h） 

評価時刻での放出量（濃度） 

 希ガス（Bq/cm3） 

ヨウ素（Bq/cm3）

 全 α（Bq/cm3） 

 全 β（Bq/cm3） 

 総  量（Bq/cm3） 

評価時刻までの放出量 

 希ガス（Ｂｑ） 

ヨウ素（Ｂｑ）

全 α（Ｂｑ） 

全 β（Ｂｑ） 

総  量（Ｂｑ） 

放出継続時間 （ｈ） 

放出開始時刻 

評価時刻以後の放出（予測） 

放出推定量   希ガス（Ｂｑ） 

ヨウ素（Ｂｑ）

総  量（Ｂｑ） 

放出継続推定時間    （ｈ） 

２．予測線量 

種 類 評価時刻（ 月 日 時 分） 

全身の外部被ばくによる

予測線量の最大地点 
方位 km μSv 

甲状腺の予測線量の最大

地点
方位 km μSv 

気象情報 風向： 風速： m/s 天候： 大気安定度：

（施設側での計算値） 

※上記項目については、情報が得られたものから記入し、迅速に報告することとする。

※データについては、およその値（推定値を含む）を記載することでも可とする。
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防災訓練のシナリオの多様化 

想定事象 
２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 

１部制訓練 ２部制訓練 １部制訓練(予定) 

地震発生 ● 〇 〇

商用電源停電 － △ 〇

身体汚染者発生 ● 〇 〇

負傷者発生 ● 〇 〇

キーパーソン不在 ● △ 〇

火災発生 ●※ 〇※ 〇※

凡例 ○：実施予定、●：実施済み、△：一部実施または模擬、▲：一部実施済みまたは模擬済み 

※発災施設とは別の建屋で発生することにより、災害箇所が複数建屋となることにより難易度を上げる。

取り組み内容の内、訓練活動の高度化に関する 2023 年度訓練実施計画及び 2024 年度の改善計画を下表に示す。 

なお、下表の評価指標は NRA 提示の「評価指標に基づく評価結果」に照応している。 

№ 評価指標 中計目標 2022 年度(実施結果) 2023 年度(改善計画) 2024 年度(改善計画) 

1 

緊急時対策所

とＥＲＣプラ

ント班との情

報共有 

事象の進展が早いシナ

リオにおいても伝える

べき情報を整理し発信

すること。 

監視強化事象以降において事

態進展に即してプラント情報

や戦略の進捗状況を的確に

ERC へ提供出来ていなかっ

た。 

所定のERC 対応者（2 名）に

減員が生じ、監視強化事象に

至った際には本部メンバーの

いずれかのメンバーがサポー

トすることとし、ERC 対応が

２名体制で対応出来るように

緊対所内の本部統括のバック

アップ機能を明確したうえで

総合訓練を実施する。

訓練実績を踏まえ、要領、

体制を見直し改善を図

る。 

2 

確実な通報・

連絡の実施 

記載不足及び記載ミス

のない通報分を作成す

ること。 

誰でも通報文記載例兼チェッ

クシートを使用できるよう

に、その配置、掲示等の改善

を行ったが、通報文のチェッ

ク体制が曖昧であったため記

載ミスが散見した。

通報文作成者と確認者の２名

が通報文のチェックを行う際

は、一人が通報文を読み上げ、

もう一人がチェックリストに

従い内容のチェックを行うル

ールとし、要素訓練を行ったう

えで総合訓練を実施する。 

訓練実績を踏まえ、チェ

ックシートを見直し改善

を図る。 

3 

シナリオの多

様化・難度 

事象の進展が遅いシナ

リオから段階的に早い

事象進展での訓練に取

り組み、事態進展の早

いシナリオにおいても

想定される事象への対

応ができること。 

本部において原災法第10 条

事象から10 分経過したにも

係わらず原災法第15 条事象

の到達 

判断が遅れた。 

原災法第10 条事象及び原災法

第15条事象に到達の見逃し

（ヒューマンエラー）を防止

するため、到達警報メッセー

ジが自動的に監視パネルに出

力される警報メッセージに加

えて、同時に警報を発する仕

組みにして総合訓練を実施す

る。

NFD で考えられる実態に

即した事象と進展速度で

訓練を行い、事態進展の

早いシナリオにおいても

事態収束のための情報共

有ができ且つ重要な情報

を選択、整理して発信出

来るようにする。

4 

広報活動 プレス文作成において

記載不足及び記載ミス

がないこと。 

プレス文作成に係わるマネジ

メントが出来ていなかったた

め記者会見開始時刻を 3 回

も変更し記者に不信感を与え

てしまった。

通知・設定した記者会見開始時

刻を守ることを基本とし、中長

期的な収束戦略まで全てを説明

するよりも事態の経緯並びにわ

かる範囲での今後の対応につい

て速やかに伝えていく行動をと

れるようにプレス文作成のタイ

ムマネージメントを行い時間通

りに記者会見を実施する

訓練実績を踏まえ、作成

例を見直し改善を図る。 

5 

後方支援活動 実連絡と人と資材の実

移動が実施できるこ

と。 

後方支援活動の訓練強化とし

て東海ノアに対し緊急事態協

力活動本部の招集準備要請を

遅滞なく実施することが出来

た。 

支援拠点である日揮ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝ

ｸﾞｽ（株）に対して、支援拠

点開設依頼依頼、派遣要員の

選定、資器材の輸送、支援拠

点と緊急対策本部間の通信確

認まで問題なく実施できた。

前年度の活動に加えて、オフ

サイトセンター要員の派遣を

想定した人員選定及び人の移

動（正門まで移動）を行う。

過去の訓練実績を踏まえ

て追加の実稼働訓練を検

討する。 
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μ
S
v
/
h
)

そ
の
他

（
）

(
通
常
値
：

)

そ
の
他

（
）

(
通
常
値
：

)

通
常

値
：

<
1
.
2
×

1
0
-
2
B
q
/
c
m
3

〇
：

有
、

－
：

無

（
B
q
/
c
m
2
）

場
所

（
面

積
/
m
2
）

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

放
射

線
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 
の

 
状

況
　

 
Ｃ

Ｏ
Ｐ

（
N
o
.
 
 
 
 
)

確
認

時
刻

空
間

線
量

率

備
考

γ
線

汚
染

状
況
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〇
：
有

―
：
無

人
数

負
傷

者
名

症
状

汚
染

・
被

ば
く

〇
：

有
、

－
：

無
救

急
車

の
要

否
〇

：
要

、
－

：
否

病
院

へ
の

同
行
者

 
〇

：
完

了
 
－

：
確

認
中

人
数

： ： ： ： ： ： ：

人
員

状
況

 
　

 
 
Ｃ

Ｏ
Ｐ

（
N
o
.
 
 
 
 
)

確
認

時
刻

備
考

人
員
確
認

負
傷
者
情
報
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日本原子力研究開発機構 

大洗研究所 

0 2.5Km 5.0Km 

その他 ERC 書架資料 ① 敷地周辺図 
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A
B

C
D

E
F

G
H

I
J

K
L

M
N

O

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1
0

日
本

核
燃

料
開

発
株

式
会

社
構

内
グ

リ
ッ

ド
マ

ッ
プ

G
-7

-1
_R

45
（
様

式
4）

その他ERC書架資料②構内配置図28
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B

C
D

E
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G
H

I
J

K
L

M
N

O

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

日
本

核
燃

料
開

発
株

式
会

社
ホ

ッ
ト

ラ
ボ

棟
（
１

階
）

グ
リ

ッ
ド

マ
ッ

プ
G

-7
-1

_R
45

（
様

式
5）

その他ERC書架資料③ホットラボ1階平面図
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【プール断面図】

【プール平面図】

水面 

燃料集合体 

作業テーブル 

水門 
燃料貯蔵プール 燃料検査プール 

燃料集合体 

作業テーブル 

A 
水門 

1.

プール作業場図

燃料貯蔵プール 

燃料検査プール 

燃料ラック 

燃料ラック 
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日本核燃料開発株式会社 緊急時対策所（第二本館）の平面図

７ ｍ

１
８
ｍ

防災本部長
（原子力防災管理者）

ＥＲＣ
応答者

放
射
線
デ
ー
タ
監
視
モ
ニ
タ
類

時系列記録ボード

ＦＡＸ機

一斉送信用
ＦＡＸ機

通報連絡班

８
ｍ

１
０
ｍ

施設情報記録ボード

情報共有ボード

一斉送信用
ＦＡＸ機

第二本館

人員確認
ボード

通報文
作成者

情報班

防災本部員
（副原子力防災管理者）

↑
ＥＲＣ常時応答用

電話機

コピー機

←ＥＲＣ単独送信用

資材班

その他ERC書架資料 ⑤ 緊対所配置図

広報班

書架

ウエブ会議システム
Webex
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商
用

電
源

が
停

止
し
た
場

合
の

主
な
制

約
お
よ
び
注

意
事

項

N
o
.

設
　
備

1
照
　
明

2
空
　
調

3
Ｐ
　
Ｃ

4
Ｆ
Ａ
Ｘ

5
外
　
灯

6
排
風
機
（
Ｈ
Ｌ
棟
）

非
常

用
電

源
供

給
範

囲
一

覧

N
o
.

建
　
屋

設
置
場
所

対
　
象

N
o
.

建
　
屋

設
置
場
所

対
　
象

1
照

明
電

源
4
2

屋
外

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
１

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
電

源

2
コ
ン
セ
ン
ト

4
3

本
館

サ
ー
バ

ー
室

サ
ー
バ

ー
用

電
源

3
照
明
電
源

4
4

空
気

圧
縮

機
A
電

源

4
コ
ン
セ
ン
ト

4
5

空
気

圧
縮

機
B
電

源

5
火
災
受
信
機
盤
電
源

4
6

換
気

扇
電

源

6
Ｐ
Ｃ

4
9

空
気

除
湿

器
電

源

7
正
門
監
視
モ
ニ
タ

5
0

空
気
圧
縮
機
交
互
運
転
盤
　
　
電
源

8
無

線
機

/
基

地
局

5
3

発
電

機
ヒ
ー
タ
ー
電

源

9
大
洗
町
防
災
無
線

4
7

飲
料

水
ポ
ン
プ
電

源

1
0

Ｔ
Ｖ

4
8

工
業
用
水
ポ
ン
プ
電
源

1
1

ＩＴ
Ｖ
モ
ニ
タ
ー
用
(2
台
)

5
1

消
火
栓
ポ
ン
プ
電
源

1
2

一
斉

同
報

装
置

(お
伝

え
君

)本
体

用
5
2

排
煙

フ
ァ
ン
電

源

1
3

と
る
だ
け
く
ん
(大

洗
町
消
防
本
部
と
の
専
用
回
線
)

5
4

電
話

交
換

機
室

電
話

交
換

機
電

源

1
4

ベ
ビ
コ
ン
電

源
5
5

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
電

源

2
4

給
気

1
系

ロ
ー
ル

フ
ィ
ル

タ
電

源
5
6

デ
マ
ン
ド
表

示
電

源

2
5

給
気

2
系

ロ
ー
ル

フ
ィ
ル

タ
電

源
5
7

装
置

電
源

2
6

給
気

3
系

ロ
ー
ル

フ
ィ
ル

タ
電

源
5
8

居
室

Ｆ
Ａ
Ｘ
電

源

2
7

温
水
循
環
ポ
ン
プ
電
源

2
8

温
水
ボ
イ
ラ
ー
電
源

1
5

排
風
機
電
源

1
9

ダ
ス
ト
サ

ン
プ
ラ
ー
電

源

2
3

エ
ア
ス
ニ
フ
ァ
電
源

3
3

非
常
照
明
電
源

3
0

放
射

線
管

理
室

非
常
照
明
電
源

2
9

Ｈ
Ｌ
棟
地
下

非
常
照
明
電
源

3
1

操
作

室
非
常
照
明
電
源

3
4

シ
ー
ケ
ン
ス
制

御
電

源

3
5

セ
ル

火
災

信
号

警
報

3
6

風
量
低
警
報

3
7

過
負
荷
警
報

3
8

軸
受
温
度
高
警
報

3
9

空
気
圧
低
警
報

4
0

プ
ー
ル

ク
レ
ー
ン
電

源

4
1

各
セ
ル

遮
蔽

扉
電

源

防
護

本
部

お
よ
び
警

備
室

の
Ｆ
Ａ
Ｘ
以

外
は

使
用

で
き
な
い
。
他

の
連

絡
手

段
と
し
て
、
携

帯
電

話
等

を
使

用
。

停
止

す
る
た
め
、
夜

間
の

屋
外

で
の

活
動

時
に
は

懐
中

電
灯

が
必

要
。

1
、
2
号

機
の

み
の

稼
働

と
な
る
た
め
、
負

圧
維

持
能

力
が

低
下

す
る
。
汚

染
作

業
の

即
時

中
止

、
扉

の
長

時
間

の
開

放
時

に
は

注
意

が
必

要
。

第
二
本

館

防
護

本
部

室

通
信

室

動
力

棟

非
常

用
発

電
機

室

警
備
棟

居
　
室

消
火
栓
ポ
ン
プ
小
屋

Ｈ
Ｌ
棟

給
気

機
械

室

監
視

室

排
気

機
械

室

電
気

室

防
護

本
部

お
よ
び
警

備
室

の
Ｐ
Ｃ
以

外
は

使
用

で
き
な
い
。
他

の
連

絡
手

段
と
し
て
、
携

帯
電

話
等

を
使

用
。

非
常

用
電

源
供

給
範

囲
一

覧
及

び
注

意
事

項

制
約

お
よ
び
注

意
事

項

非
常

灯
お
よ
び
誘

導
灯

の
み

が
点

灯
し
、
通

常
の

照
明

は
停

止
。
通

常
よ
り
暗

く
な
る
の

で
、
足

元
、
周

囲
に
注

意
が

必
要

。
必

要
に
応

じ
て
懐

中
電

灯
を
携

帯
。

エ
ア
コ
ン
は
全
て
停
止
。
特
に
夏
場
の
作
業
に
お
い
て
は
熱
中
症
に
注
意
が
必
要
。

その他ERC書架資料 ⑥ 非発供給範囲
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共
通
状
況
認
識
（
プ
ラ
ン
ト
状
況
、
放
射
線
状
況
）

Ｃ
Ｏ
Ｐ

ホ
ット

ラ
ボ

棟
⽉

⽇
時

分
現

在
●

⾵
速

計
向

き
︓

⾵
速

︓
m

/s

●
ス

タ
ック

モ
ニ

タ
Ｋ

ｒ
ガ

ス
濃

度
︓

Bq
/c

m
3

ヨ
ウ

素
濃

度
︓

Bq
/c

m
3

αダ
ス

ト濃
度

︓
Bq

/c
m

3

●
モ

ニ
タ

リン
グ

ポ
ス

ト
Ｍ

Ｐ
１

︓
μS

v/
h

Ｍ
Ｐ

２
︓

μS
v/

h
参

考
正

⾨
︓

μS
v/

h

●
中

性
⼦

計
測

（
可

搬
式

モ
ニ

タ
）

Ｍ
Ｐ

１
︓

μS
v/

h
Ｍ

Ｐ
２

︓
μS

v/
h

参
考

正
⾨

︓
μS

v/
h

●
管

理
区

域
内

放
射

線
レ

ベ
ル

1）
エ

リア
モ

ニ
タ

・プ
ー

ル
作

業
場

︓
μS

v/
h

・モ
ニ

タ
リン

グ
セ

ル
前

︓
μS

v/
h

・鉄
セ

ル
前

︓
μS

v/
h

・固
体

廃
棄

物
処

理
ス

ペ
ー

ス
︓

μS
v/

h 
・［

］
︓

μS
v/

h 
・［

］
︓

μS
v/

h
2）

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
・［

］
︓

μS
v/

h 

●
燃

料
プ

ー
ル

⽔
位

低
警

報
（

発
⽣

、
な

し
）

●
補

給
⽔

ポ
ン

プ
運

転
／

待
機

（
）

●
地

下
漏

⽔
警

報
（

発
⽣

、
な

し
）

●
外

部
電

源
6.

6ｋ
Ｖ

系
（

受
電

、
停

電
）

停
電

時
刻

︓
.

●
⾮

常
⽤

電
源

Ｄ
／

Ｇ
１

系
（

）
Ｄ

／
Ｇ

２
系

（
）

凡
例

（
D

G
、給

排
気

、補
給

⽔
ポ

ン
プ

）
使

⽤
不

能
︓

×
運

転
中

︓
〇

待
機

︓
△

●
⽕

災
警

報
（

発
⽣

、
な

し
）

発
⽣

時
刻

︓
.

場
所

︓
.

●
管

理
区

域
外

（
建

屋
内

）
放

射
線

レ
ベ

ル
1）

エ
リア

モ
ニ

タ
・コ

ン
トロ

ー
ル

室
︓

μS
v/

h
2）

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
・［

］
︓

μS
v/

h 
3)

空
気

中
濃

度
（

可
搬

式
ダ

ス
トモ

ニ
タ

）
Bq

/c
m

3

N
FD

●
放

射
性

物
質

閉
じ込

め
機

能
1）

負
圧

値
2）

負
圧

警
報

設
定

値
・操

作
室

－
屋

外
︓

Pa
下

限
10

Pa
上

限
80

Pa
・サ

ー
ビス

エ
リア

-屋
外

︓
Pa

下
限

50
Pa

上
限

15
0P

a
・セ

ル
ー

操
作

室
︓

Pa
下

限
15

0
Pa

上
限

25
0-

35
0P

a

●
給

排
気

設
備

警
報

（
発

⽣
、

な
し

）
区

分
［

］

G
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‐1
‐1
0‐
a
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1.
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6
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原
災

法
事

象
判

断
フロ

ー
チ

ャー
ト

警
戒

事
態

該
当

事
象

（
Ａ

Ｌ
）

発
⽣
時
刻

該
当

判
断
事
象

震
度
６
弱
地
震

⼤
津
波
警
報

オ
ンサ
イト
総
括
が
判
断

規
制
委
員
会
が
判
断

１
０

条
事

象
（

Ｓ
Ｅ

）
周

辺
住

⺠
避

難
準

備
判
断
時
刻

(事
業
者
)

確
認
時
刻

(N
RA
)

該 当
判
断
事
象

屋
外
監
視
区
域

線
量
率

モ
ニタ
リン
グ
ポ
ス
ト１

基
５
µS
v/
h以

上

建
屋
管
理
区
域
外

線
量
率

コン
トロ
ー
ル
室
エ
リア
モ
ニタ
、

サ
ー
ベ
イメ
ー
タ

50
µS
v/
h以

上
10
分
継
続

建
屋
管
理
区
域
外

空
気
中
濃
度

可
搬
式
ダス
トモ
ニタ

濃
度
限
度
の
50
倍
の
濃
度

臨
界
の
可
能
性
が
⾼
い
と判

断
複
数
の
HL
内
エ
リア
モ
ニタ

警
報
発
報

監
視

強
化

事
象

①

発
⽣
時
刻

該
当

判
断
事
象

屋
外
監
視
区
域

線
量
率

モ
ニタ
リン
グ
ポ
ス
ト1
基

1µ
Sv
/h
以
上

(⽕
災
爆
発
等
で
遮
蔽
壁
貫
通
)

建
屋
管
理
区
域
外

線
量
率

コン
トロ
ー
ル
室
エ
リア
モ
ニタ
、

サ
ー
ベ
イメ
ー
タ

50
µS
v/
h以

上

建
屋
管
理
区
域
内

線
量
率

HL
内
エ
リア
モ
ニタ

警
報
発
報

ス
タッ
クモ
ニタ

80
Bq
/c
m
3以

上

１
５

条
事

象
（

Ｇ
Ｅ

）
周

辺
住

⺠
避

難
勧

告
判
断
時
刻

(事
業
者
)

認
定
時
刻

(N
RA
)

該
当

判
断
事
象

モ
ニタ
リン
グ
ポ
ス
ト１

基
5µ
Sv
/h
以
上
10
分
継
続

モ
ニタ
リン
グ
ポ
ス
ト２

基
5µ
Sv
/h
以
上

管
理
区
域
外
線
量
率

コン
トロ
ー
ル
室
エ
リア
モ
ニタ

5m
Sv
/h
以
上

建
屋
管
理
区
域
外

空
気
中
濃
度

可
搬
式
ダス
トモ
ニタ

濃
度
限
度
の
50
00
倍
の
濃
度

臨
界
状
態
に
あ
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断
モ
ニタ
リン
グ
ポ
ス
ト位

置
中
性
⼦
検
出

ス
タッ
クモ
ニタ
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0B
q/
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3 以
上

10
分
継
続

災
害
進
展
の
確
認
と並

⾏
して
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下
の
対
応
を
⾏
う

・従
業
員
の
安
全

・周
辺
住
⺠
の
安
全

・関
係
機
関
へ
の
連
絡

・放
射
線
の
モ
ニタ
リン
グ
(傾
向
、確

認
頻
度
)

・原
災
法
事
象
基
準
値
の
確
認

・収
束
作
業

モ
ニタ
リン
グ
ポ
ス
ト位

置
に
て

中
性
⼦
測
定
実
施

可
搬
式
モ
ニタ

①

② ③ ④ ⑤

⑥

⑦ ⑧ ⑨

⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮ ⑯

⑰ ⑱

⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔
⑩

G
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0‐
b

R0
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6
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原
災
法
事
象
収
束
作
業
判
断
CO

P

燃
料
集
合
体
密
閉

→
復
旧
作
業

不
可

可

① ②

⑨

燃
料
集
合
体
状
態
確
認

ラ
ッ
ク

収
納

以
上

未
満

※
1よ

り
安
全
な
管
理
を
す
る
た
め
に
、
計
画
外
に
ス
タ
ッ
ク
モ
ニ
タ
に
お
け
る
Kr
‐8
5の

濃
度
が
80

 B
q/
cm

3 に
達
し
、
上
昇
傾
向
が
継
続
し
て
い
る
場
合
は
、
公
共
へ
の
影
響
が
⼤
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
排
⾵
機
を
停
⽌
し
建
屋
を
密
閉
す
る
。

G
‐7
‐1
‐1
0‐
c

R0
:2
02

1.
02

.2
6

建
屋
破
損
の
補
修

排
⾵
機
停
⽌
（
⽬
張
り
）

→
復
旧
作
業

※
1

以
上

0.
01

 B
q/
cm

3

⑪ ⑭

プ
ー
ル
エ
リ
ア
の

空
間
線
量
率

×
作
業
時
間

建
屋
破
損
の
調
査

放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

破
損
の

有
無

有

無

SM
:

80
 B
q/
cm

3

⑩

⑤
未
満

以
上

未
満

ガ
ス
放
出

→
 復
旧
作
業

※
2よ

り
安
全
な
管
理
を
す
る
た
め
に
、

3か
⽉
平
均
放
出
濃
度
が
3か

⽉
平
均
の
空
気
中
濃
度
限
度
の
1/
10
を
超
え
る
場
合
は
排
⾵
機
を
停
⽌
し
建
屋
を
密
閉
す
る
。

警
戒

事
態

該
当
事
象

発
生

10
0m

Sv

計
画
被
ば
く
線
量
の
評
価

3か
⽉
平
均

放
出
濃
度
の
評
価

③ ④ ⑥ ⑦ ⑧

⑫ ⑬

凡
例

：
戦
略
⾏
動

：
確
認
・
評
価

：
意
思
決
定
・
判
断

(規
制
値
の
1/
10

※
2)
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施設係る事項のため非公開



全
体

の
情

報
伝

達
フ

ロ
ー

日
本

核
燃

料
開

発
株

式
会

社

各
活

動
班

災
害

防
止

班
放

射
線

測
定

班
汚

染
除

去
班

施
設

管
理

班

救
護

班
消

防
班

警
備

誘
導

班

指
示

・
報

告
【
無

線
機

】

防
災

本
部

通
報

連
絡

班

情
報

班

広
報

班

資
材

班

副
原

子
力

防
災

管
理

者

防
災

本
部

長
（
原

子
力

防
災

管
理

者
）

指
示

・
報

告
【
口

頭
、

C
O

P
】

指
示

・
報

告
【
口

頭
】

指
示

・
報

告
【
口

頭
】

Ｅ
Ｒ

Ｃ
常

時
応

答
者

緊
急

電
話

【
内

線
10

0】

Ｅ
Ｒ

Ｃ

電
話

で
の

応
答

メ
ー

ル
・
F
A

X
送

信
※

2

Ｅ
Ｒ

Ｃ
単

独
送

信
用

Ｆ
Ａ

Ｘ
機

※
１

・
F

A
X

作
成

・
送

信
は

通
報

連
絡

班
が

行
う

・
F

A
X

作
成

文
書

チ
ェ

ッ
ク

は
、

原
子

力
防

災
管

理
者

と
副

原
子

力
防

災
管

理
者

が
行

う

２
０

２
３

年
１

２
月

１
２

日

サ
ポ

ー
ト

者
1

サ
ポ

ー
ト

者
2

原
災

法
特

別
措

置
法

第
10

条
1項

に
基

づ
く
通

報
先

・
原

子
力

規
制

庁
緊

急
時

対
応

セ
ン

タ
ー

（
Ｅ

Ｒ
Ｃ

）
プ

ラ
ン

ト
班

・
原

子
力

規
制

庁
長

官
官

房
総

務
課

事
故

対
処

室
・
原

子
力

規
制

庁
東

海
・
大

洗
原

子
力

規
制

事
務

所
・
原

子
力

規
制

庁
原

子
力

防
災

専
門

官
事

務
室

・
茨

城
県

 
原

子
力

安
全

対
策

課
・
茨

城
県

防
災

・
危

機
管

理
課

・
大

洗
町

 
生

活
環

境
課

・
鉾

田
市

総
務

課
・
水

戸
市

防
災

・
危

機
管

理
課

・
ひ

た
ち

な
か

市
生

活
安

全
課

・
茨

城
町

総
務

課
・
茨

城
県

警
察

本
部

警
備

課
・
水

戸
警

察
署

警
備

課
・
大

洗
町

消
防

本
部

・
内

閣
府

政
策

統
括

官
（
原

子
力

防
災

担
当

）
付

・
内

閣
官

房
（
内

閣
情

報
調

査
室

）
・
内

閣
官

房
内

閣
官

房
副

長
官

補
（
事

態
対

処
・
危

機
管

理
担

当
）
付

）
・
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

・
原

子
力

科
学

研
究

所
（
東

海
ノ

ア
事

務
局

）
・
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

・
原

子
力

科
学

研
究

所
保

安
管

理
部

・
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

・
原

子
力

緊
急

時
支

援
・
研

修
セ

ン
タ

ー
・
ひ

た
ち

な
か

・
東

海
広

域
事

務
組

合
消

防
本

部
・
東

海
村

防
災

原
子

力
安

全
課

・
茨

城
労

働
局

健
康

安
全

課
・
水

戸
労

働
基

準
監

督
署

安
全

衛
生

課
・
大

洗
町

漁
業

協
同

組
合

・
茨

城
沿

海
地

区
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

・
海

上
保

安
庁

茨
城

海
上

保
安

部
警

備
救

難
課

・
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

 
大

洗
研

究
所

・
日

揮
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
㈱

技
術

研
究

所
・
東

芝
ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

ｽ
ﾞ㈱

 
ﾊ

ﾟﾜ
ｰ

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

事
業

部
・
日

立
G

E
ﾆ
ｭ
ｰ

ｸ
ﾘ
ｱ

･ｴ
ﾅ

ｼ
ﾞｰ

㈱
 

原
子

力
事

業
企

画
部

※
2

※
2

Ｅ
Ｒ

Ｃ
に

つ
い

て
は

、
一

斉
送

信
専

用
以

外
の

Ｆ
Ａ

Ｘ
機

（
防

災
本

部
Ｆ

Ａ
Ｘ

機
）
を

専
用

と
し

て
使

用
す

る
こ

と
で

送
信

時
間

の
短

縮
化

を
図

る
。

37



№
G

-
2
3
-
S
O

-
0
9
0

8

個人情報係る事項のため非公開



日
本

核
燃

料
開

発
(株

)

2
0
2
3
年

1
2
月

1
2
日

2
0
2
3
年

度
防

災
総

合
訓

練
 要

改
善

事
項

対
策

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

▼
2
0
2
2
年

度
訓

練
▽

2
0
2
3
年

度
訓

練
▼

訓
練

後
社

内
総

括
会

議

▼
報

告
書

提
出

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

1
W

2
W

3
W

4
W

１
）
E
R

C
 対

応
者

が
担

う
べ

き
役

割
と

時
系

に
沿

っ
た

対
応

に
つ

い
て

教
育

・
勉

強
会

を
実

施
し

、
本

部
長

を
含

め
た

対
応

メ
ン

バ
ー

の
理

解
を

深
め

る
。

E
R

C
 に

対
し

て
具

体
的

な
戦

略
を

ど
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

出
し

て
い

く
か

事
態

進
展

の
把

握
と

戦
略

の
集

約
と

発
信

方
法

に
つ

い
て

検
証

し
て

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

す
る

。

本
部

要
素

訓
練

２
）
所

定
の

E
R

C
 対

応
者

（
2
 名

）
に

減
員

が
生

じ
、

監
視

強
化

事
象

に
至

っ
た

際
に

は
本

部
メ

ン
バ

ー
の

い
ず

れ
か

の
メ

ン
バ

ー
が

サ
ポ

ー
ト

す
る

こ
と

と
し

、
E
R

C
 対

応
が

２
名

体
制

で
対

応
出

来
る

よ
う

に
緊

対
所

内
の

本
部

統
括

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
機

能
を

明
確

に
す

る
。

本
部

改
善

３
）
情

報
集

約
に

関
す

る
活

動
が

円
滑

化
出

来
る

よ
う

に
プ

ラ
ン

ト
情

報
C

O
P

 の
記

載
様

式
見

直
し

、
緊

対
所

内
の

監
視

パ
ネ

ル
の

配
置

見
直

し
、

現
場

か
ら

の
通

報
様

式
改

善
な

ど
、

ツ
ー

ル
面

の
改

善
を

図
る

。
加

え
て

、
こ

れ
ま

で
本

部
と

政
府

（
E
R

C
）
と

の
通

報
は

、
最

終
手

段
と

し
て

の
F
A

X
 を

前
提

に
保

守
的

に
訓

練
を

続
け

て
き

ま
し

た
が

、
オ

ン
ラ

イ
ン

Ｔ
Ｖ

会
議

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
図

・
写

真
・
フ

ロ
ー

図
な

ど
の

画
面

共
有

を
活

用
し

、
情

報
伝

達
の

迅
速

化
を

図
る

。

本
部

改
善

４
）
E
R

C
 対

応
者

に
対

す
る

サ
ポ

ー
ト

体
制

を
構

築
し

て
ル

ー
ル

化
す

る
。

本
部

改
善

2
情

報
発

信

本
部

に
お

い
て

原
災

法
第

1
0
 条

事
象

か
ら

1
0
 分

経
過

し
た

に
も

係
わ

ら
ず

原
災

法
第

1
5
 条

事
象

の
到

達
判

断
が

遅
れ

た
。

本
部

対
応

人
員

を
減

少
さ

せ
た

ス
ト

レ
ス

条
件

下
に

お
い

て
も

、
原

災
法

第
1
0
 条

事
象

及
び

原
災

法
第

1
5
条

事
象

に
到

達
の

見
逃

し
（
ヒ

ュ
ー

マ
ン

エ
ラ

ー
）
を

防
止

す
る

た
め

、
到

達
警

報
メ

ッ
セ

ー
ジ

が
自

動
的

に
監

視
パ

ネ
ル

に
出

力
さ

れ
る

警
報

メ
ッ

セ
ー

ジ
に

加
え

て
、

同
時

に
警

報
を

発
す

る
仕

組
み

を
作

る
。

本
部

改
善

3
情

報
発

信

記
者

会
見

開
始

時
刻

を
3
 回

も
変

更
し

記
者

に
不

信
感

を
与

え
て

し
ま

っ
た

。
通

知
・
設

定
し

た
記

者
会

見
開

始
時

刻
を

守
る

こ
と

を
基

本
と

し
、

中
長

期
的

な
収

束
戦

略
ま

で
全

て
を

説
明

す
る

よ
り

も
事

態
の

経
緯

並
び

に
わ

か
る

範
囲

で
の

今
後

の
対

応
に

つ
い

て
速

や
か

に
伝

え
て

い
く
行

動
を

と
れ

る
よ

う
に

プ
レ

ス
文

作
成

に
関

す
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

方
法

や
体

制
を

含
め

て
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
反

映
し

て
訓

練
を

行
う

。

本
部

改
善

E
R

C
連

携
1

監
視

強
化

事
象

以
降

に
お

い
て

事
態

進
展

に
即

し
て

プ
ラ

ン
ト

情
報

や
戦

略
の

進
捗

状
況

を
的

確
に

E
R

C
 へ

提
供

出
来

て
い

な
か

っ
た

。
＜

提
供

で
き

な
か

っ
た

プ
ラ

ン
ト

情
報

＞
・
原

災
法

第
1
0
 条

事
象

及
び

原
災

法
第

1
5
 条

事
象

到
達

に
関

す
る

情
報

・
事

故
の

進
展

予
測

と
収

束
対

応
戦

略
計

画
」
、

「
戦

略
の

進
捗

状
況

」
に

関
す

る
情

報

1
1
月

0 №
項

　
目

要
改

善
内

容
対

　
策

（
結

果
報

告
書

に
記

載
）

4
月

5
月

備
　

考
№

7
月

6
月

1
月

2
月

3
月

1
1
月

1
2
月

1
1
月

1
2
月

1
月

1
2
月

備
　

考

全
体

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

8
月

9
月

担
　

当
実

施
内

容
1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

1
0
月

1
0
月

2
月

2
月

8
月

9
月

1
1
月

1
2
月

1
月

報
告

書
取

り
纏

め

22
年

度
課

題
へ

の
対

策
期

間
(詳

細
下

記
)

中
計

見
直

し

パ
ン

チ
リ

ス
ト

【
9】

20
23

年
度

総
合

訓
練

計
画

立
案

防
災

業
務

計
画

修
正

検
討

緊
急

時
対

策
本

部
PC

に

W
eb

ex
を

導
入

す
る

※
２

３
年

度
防

災
業

務
計

画
修

正
な

し

達
警

報
メ

ッ
セ

ー
ジ

と
同

時
に

警
報

音
を

発
す

る
よ

う
に

シ
ス

テ
ム

の

設
定

を
見

直
す

現
場

情
報

の
う

ち
、

防
護

区
域

入
域

者
情

報
を
PC

で
管

理
す

る

プ
ラ

ン
ト

情
報
CO

P 
の

記
載

様
式

見
直

し

緊
対

所
内

の
監

視
パ

ネ
ル

の
配

置
見

直
し

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

方
法

と
体

制

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

反
映

す
る

サ
ポ

ー
ト

体
制

を

マ
ニ

ア
ル

に
反

映
す

る

勉
強

会
、

要
素

訓
練

を

実
施

す
る

39



1 

令
和

5
年
度
訓
練
計
画
説
明
に
係
る
面
談
時
の
確
認
事
項
 

確
認
事
項
 

回
答
 

全
般

 

○
 訓

練
計
画
【
資
料
】
 
【
1
】

・
中
期
計
画
上
の
今
年
度
訓
練
の
位
置
付
け

・
今
年
度
の
訓
練
目
的
、
達
成
目
標

・
主
な
検
証
項
目

・
実
施
･
評
価
体
制

・
訓
練
の
項
目
･
内
容
（
防
災
業
務
計
画
の
記
載
と
の
整
合
）
及
び
評
価
基
準

・
訓
練
シ
ナ
リ
オ

－
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
態
、
事
象
想
定
、
ス
キ
ッ
プ
の
有
無
等

－
T
V
 
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
場
合
は
、
T
V
 
会
議
シ
ス
テ
ム
使
用
不
能

状
態
の
場
面
設
定
の
取
り
入
れ
を
検
討
す
る
こ
と
 

－
２
部
訓
練
に

つ
い
て
は
、
第
１
部
訓
練
は
現
実
的
な
シ
ナ
リ
オ
、
第
２
部

訓
練
は
特
定
事
象
の
通
報
体
制
は
確
認
で
き
る
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
こ
と
 

・
そ
の
他

－
C
O
P
 
様
式
（
準
備
し
て
い
る
場
合
）
【
2
】

－
緊
対
所
レ
イ
ア
ウ
ト
図
、
要
員
の
役
割
分
担
【
3
】
【
4
】

－
E
R
C
 
対
応
者
へ
の
情
報
フ
ロ
ー
図
【
5
】

－
E
R
C
 
対
応
ブ
ー
ス
配
席
図
、
役
割
分
担
【
ブ
ー
ス
な
し
】
【
5
に
含
む
】

－
E
R
C
 
書
架
内
の
資
料
整
備
状
況
（
資
料
一
覧
）
【
6
】

【
1
】

 計
画
書
 

【
2
】

 計
画
書

9
.
そ
の
他
資
料
⑦
 

【
3
】

 計
画
書

9
.
そ
の
他
資
料
⑤
 

【
4
】

 防
災
組
織
図
 

【
5
】

 情
報
フ
ロ
ー
図
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
役
割
分
担
 

【
6
】

 計
画
書

9
.
 

指
標
１
：
緊
急
時
対
策
所
と
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

と
の
情
報
共
有

 

○
 事

故
の
進
展
や
事
故
収
束
戦
略
・
予
測
進
展
の
変
更
と
い
っ
た
状
況
変
化
や
、
適

時
に
施
設
全
体
を
俯
瞰
し
た
現
状
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
等
に
よ
り

説
明
で
き
た
か
を
評
価
の
観
点
と
す
る
。

〇
事
故
・
プ

ラ
ン
ト

の
状
況
に
つ
い
て
は
情
報
集
約
す
る
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
様
式

を
見
直
し
、
収
集
す
る
情
報
に
洩
れ
が
な
い
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
常
時

応
答
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
お
い
て
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
に
提
供
す
べ
き
情
報
及
び
資
料
を
記
載
し

て
い
る
。
ま
た
、
発
話
例
も
含
め
て
記
載
す
る
こ
と
で
、
特
に
特
定
事
象
の
根
拠

説
明
時
に
ス
ム
ー

ズ
に
説
明
と
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

事
態
進
展
予
測
と

事
故
収
束
対
応
、
事
態
収
束
戦
略
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
を
活
用
し

情
報
共
有
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
 

G
-2

3-
S

O
-1

12
 R

0

20
23

/1
2/

12
 



2 

○
 前

回
訓
練
を
踏
ま
え
、
情
報
共
有
に
係
る
体
制
・
運
用
、
情
報
提
供
の
た
め
の
説

明
資

料
等

に
つ

い
て

見
直

し
た

点
、

ま
た

、
確

実
な

情
報

共
有

を
行

う
た

め
に

取
り
組
ん
だ
点
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
善
、
教
育
・
訓
練
等
）
を
確
認
す
る
。

○
 事

業
者
が
定
め
る
リ
エ
ゾ
ン
の
役
割
を
確
認
す
る
。

※
訓

練
時
に
リ
エ
ゾ
ン
を
派
遣
す
る
か
は
事
業

者
の
訓
練
計
画
に
任
せ
る
。

○
C
O
P
 の

活
用
（

準
備

し
て

い
る

場
合

）

C
O
P
 様

式
を
確
認
す
る

【
２
部
制
訓
練
】
 

2
部
制
訓
練
を
実
施
し
た
施
設
に
お
い
て
は
、
第
1
部
訓
練
を
対
象
と
し
て
評
価

す
る
。
な
お
、
第
1
部
訓
練
に
お
い
て
特
定
事
象
に
至
ら
な
い
場
合
、
リ
エ
ゾ

ン
の
活
動
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
活
用
を
評
価
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

【
同
一
地
域
複
数
事
業
所
同
時
発
災
を
想
定
し
た
訓
練
】
 

訓
練
参
加
者
の
力
量
向
上
の
た
め
に
、
あ
え
て
情
報
が
錯
綜
す
る
シ
ナ
リ
オ
を

設
定
し
た
こ
と
に
よ
る
支
障
は
評
価
に
考
慮
し
な
い
。
 

〇
現
場
活
動
情
報
連

絡
手
段
を
従
来
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
た
情
報
共

有
方
法
に
見
直
し

を
行
い
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
共
有
及
び
情
報
提
供
が
で
き

る
よ
う
見
直
し
要

素
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
所
定
の

E
R
C
対
応
者
（
2
名
）
に
減
員
が
生
じ
、
監
視
強
化
事
象
に
至
っ

た
際
の
本
部
メ
ン
バ
ー
の
い
ず
れ
か
の
メ
ン
バ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
と

し
、
E
R
C
対
応
が
２
名
体
制
で
対
応
出
来
る
よ
う
に
緊
対
所
内
の
本
部
統
括
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
整
備
検
討
中
。
 

〇
原
子
力
事
業
者
防

災
業
務
計
画
に
お
い
て
も
派
遣
す
る
こ
と
と
し
て
お
ら
ず
、
今

回
の
訓
練
に
お
い

て
も
リ
エ
ゾ
ン
派
遣
は
実
施
し
な
い
。
 

○
C
O
P
を
活
用
す
る

。

指
標
２
：
確
実
な
通
報
・
連
絡
の
実
施

 

（
①
F
A
X
 
等
の
通
報
）

○
 特

定
事
象
発
生
の
確
認
か
ら
通
報
す
る
ま
で
の
目
標
時
間
の
事
業
者
の
設
定
根
拠
を
確
認

す
る
。

（
②
通
報
文
の
正
確
性
）

○
 通
報
 F
A
X
 送

信
前
の
通
報
文
チ
ェ
ッ
ク
体
制
、
通
報
文
に
誤
記
等
が
あ
っ
た
際
の

対
応
を
確
認
す
る
。

○
特
定
事
象
発
生
（

原
子
力
防
災
管
理
者
が

E
A
L
該
当
の
判
断
を
し
た
時
刻
）
後

1
5
分
以
内
を
目

標
設
定
。

○
通
報
Ｆ
Ａ
Ｘ
文
の

最
終
チ
ェ
ッ
ク
は
、
作
成
者
が
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
チ

ェ
ッ
ク
後
に
副
本

部
長
、
本
部
長
が
確
認
を
行
い
、
本
部
長
が
サ
イ
ン
し
た
う
え

で
送

信
す

る
。

仮
に

通
報

内
容

に
誤

記
等

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
「

修
正

報
」

と

明
記
し
た
修
正
し
た
通
報
文
を
送
信
す
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
常
時
応

答
者
が
修
正
内
容
を
連
絡
す
る
。



3 

○
 発

出
し
た
 E
AL
 が

非
該
当
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
を
確
認
す
る
。

（
③
E
A
L
 
判
断
根
拠
の
説
明
）

○
 前

回
訓
練
を
踏
ま
え
、
EA
L 
判
断
根
拠
の
説
明
に
つ
い
て
、
確
実
な
説
明
を
行
う
た
め
に
取

り
組
ん
だ
点
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
善
、
教
育
・
訓
練
等
）
を
確
認
す
る
。

（
④
1
0
 
条
確
認
会
議
等
の
対
応
）

〇
1
0
 
条
確
認
会
議
、
1
5
 
条
認
定
会
議
の
事
業
者
側
対
応
者
の
職
位
・
氏
名
を

確
認
す
る
。
 

（
⑤
第
 
2
5
 
条
報
告
）

○
 25

 条
報
告
の
発
出
タ
イ
ミ
ン
グ
の
考
え
方
を
確
認
す
る

○
 訓

練
事
務
局
側
が
想
定
す
る
、
今
回
訓
練
シ
ナ
リ
上
の
 
2
5
 
条
報
告
の
タ
イ

ミ
ン

グ
、

報
告

内
容

（
発

生
事

象
と

対
応

の
概

要
、

プ
ラ

ン
ト

状
況

、
放

出

見
通
し
/
状
況
、
モ
ニ
タ
・
気
象
情
報
な
ど
）
、
回
数
（
訓
練
シ
ナ
リ
オ
中
に

記
載
さ
れ
て
い
る
か
）
を
確
認
す
る
。

【
２
部
訓
練
】
 

2
部

制
訓

練
を

実
施

し
た

施
設

に
お

い
て

は
、
第

１
部

訓
練

で
は

、
警

戒
事

態
通

報

及
び
そ
の
後
の
経
過
報
に
つ
い
て
上
記
を
準
用
し
て
評
価
す
る
。
第
2
部
訓
練
で
は
、

特
定
事
象
発
生
通
報
（
原
災
法
第
１
０
条
及
び
第
１
５
条
事
象
）
等
に
つ
い
て
、
訓

練
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
か
ら
の
条
件
付
与
に
基
づ
き
、
上
記
に
基
づ
き
適
切
か
つ
迅
速

に
行
わ
れ
て
い
る
か
評
価
す
る
。
 

○
Ｅ
Ａ
Ｌ
を
取
り
下

げ
る
こ
と
の
連
絡
は
行
わ
ず
、
Ｅ
Ａ
Ｌ
基
準
を
下
回
っ
た
こ
と

等
を
常
時
応
答
者
が
報
告
す
る
。

○
緊

急
時

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

お
い

て
、

E
A
L

判
断

基
準

に
つ

い
て

明
記

し
て

い

る
。
ま
た
、
E
A
L
判
断
基
準
に
関
し
て
は
毎
年
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は

2
0
2
3
年

5
月

に
実

施
済

み
。
ま

た
、
E
R
C
対

応
者

が
担

う
べ

き
役

割
と

時
系

に
沿

っ
た

対
応

に
つ

い
て

本
部

長
を

含
め

た
対

応
メ

ン
バ

ー
の

理
解

を
深

め
る

た
め

の
教
育
を
行
う
と

共
に
、
E
R
C
に
対
し
て
具
体
的
な
戦
略
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

出
し

て
い

く
か

事
態

進
展

の
把

握
と

戦
略

の
集

約
と

発
信

方
法

に
つ

い
て

検
証

し
て
訓
練
を
行
う

。

○
原
子
力
防
災
管
理

者
が
対
応
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

〇
２
５
条
報
告
は
、
２
回
以
上
行
う
。
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
応
急
復
旧
計
画
策
定

及
び
応
急
処
置
完

了
・
事
態
収
束
確
認
時
に
必
ず
報
告
す
る
も
の
と
し
、
各
々
の

報
告
の
間
に
、
状

況
に
応
じ
て
途
中
経
過
を
報
告
す
る
。
 

個
人
情
報
係
る
事
項
の
た
め
非
公
開
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指
標
３
：
通
信
機
器
の
操
作

 

○
 通

常
使

用
す

る
E
R
C
と
の
通
信
機
器
に
支
障
が
発
生
し
た
場
合
の
代
替

手
段

及
び

移
行

操
作

の
説

明
並

び
に

前
回

訓
練

を
踏

ま
え

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

改
善

、
教

育
・

訓
練

等
の

実
績

を
確

認
す

る
。

＜
T
V
 
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
場
合
＞
 

○
 訓

練
時

の
 
T
V
 
会

議
シ

ス
テ

ム
使

用
不

能
状

態
の

場
面

設
定

を
確

認
す

る
。

＜
T
V
 
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
な
い
場
合
＞
 

○
 訓

練
時

に
通

信
不

通
な

ど
の

マ
ル

フ
ァ

ン
ク

シ
ョ

ン
実

施
予

定
の

有
無

を

確
認

す
る

。

【
２

部
訓

練
】

 

2
部

制
訓

練
を

実
施

し
た

施
設

に
お

い
て

は
、

第
1
部

訓
練

を
対

象
と

し
て

評

価
す

る
。

 

〇
通
常
使
用
す
る

E
R
C
プ
ラ
ン
ト
班
と
の
通
信
機
器
は

W
e
b
会
議
(
W
e
b
e
x
)
と
す
る

が
、
こ
れ
が
使
用

で
き
な
い
場
合
は
電
話
を
用
い
る
。
電
話
回
線
に
支
障
が
生
じ

た
場
合
は
、
携
帯

電
話
を
使
用
し
て

E
R
C
プ
ラ
ン
ト
班
へ
の
連
絡
を
行
う
。
E
R
C

プ
ラ
ン
ト
班
へ
の

接
続
方
法
、
確
認
内
容
に
つ
い
て
、
E
R
C
常
時
応
答
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
記
載
し
教
育

・
要
素
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
 
E
R
C
通
信
設
備
と
の
接
続
確

認
訓
練
を
実
施
す

る
。
上
記
に
つ
い
て
は
、
E
R
C
対
応
マ
ニ
ア
ル
に
反
映
す
る
。

〇
E
R
C
プ
ラ
ン
ト
班
と
の
情
報
共
有
を
開
始
後
、
W
e
b
会
議
(
W
e
b
e
x
)
の
通
信
不
能
と

な
る
こ
と
を
想
定

す
る
。
そ
の
間
は
電
話
に
よ
り
情
報
共
有
を
行
う
。
 

〇
非
該
当
。
 

指
標
４
：
前
回
訓
練
の
訓
練
課
題
を
踏
ま
え
た
訓

練
実
施
計
画
等
の
策
定

 

○
 訓

練
実
施
計
画
が
、
前
回
訓
練
の
訓
練
結
果
を
踏
ま
え
、
問
題
・
課
題

に
対

す
る

改
善

策
が

有
効

に
機

能
す

る
も

の
で

あ
る

か
検

証
で

き
る

計
画
（
訓
練
実
施

項
目
、
訓
練
シ
ナ
リ
オ
等
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

○
 訓

練
時

に
お

け
る

当
該

改
善

策
の

有
効

性
の

評
価

・
確

認
の

方
法

（
例
え
ば
、
訓
練
評
価
者
が
使
用
す
る
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
改
善
策
の
有
効

性
を
検
証
す
る
た
め
の
評
価
項
目
、
評
価
基
準
な
ど
が
明

確
に

な
っ

て
い

る
も

の
）
が

作
成

さ
れ

て
い

る
こ

と
な

ど
）
を
確
認

す
る

。

○
 課

題
の
検
証
に
つ
き
、
社
内
自
主
訓
練
・
要
素
訓
練
で
対
応
し
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
検
証
結
果
を
確
認
す
る
。

〇
計
画
書
「
7
.
」
に

前
回
ま
で
の
訓
練
の
課
題
に
対
す
る
改
善
（
対
策
）
状
況
と
し

て
記
載
。
 

〇
計
画
書
「
3
.
2
」

に
改
善
策
の
有
効
性
の
評
価
・
確
認
つ
い
て
記
載
。
 

〇
訓
練
課
題
は
今
年

度
総
合
訓
練
で
検
証
を
行
う
。
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○
 今

年
度
の
訓
練
で
課
題
検
証
を
行
わ
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
理
由
と
検
証

時
期
の
説
明
、
中
期
計
画
等
へ
の
反
映
状
況
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
今
年
度
の
訓

練
で
課
題
検
証
を
行
わ
ず
と
も
緊
急
時
対
応
に
直
ち
に
問
題
は
無
い
こ
と
を
確
認

す
る
。

【
2
部
制
訓
練
】
 

第
１
部
訓
練
及
び
第
２
部
訓
練
を
総
合
し
て
評
価
す
る
。
 

〇
同
上
。
 

た
だ
し
、
前
年
度
訓
練
で
出
た
課
題
は

1
部
制
訓
練
の
結
果
で
あ
り
、
今
年
度
訓

練
は

2
部
制
訓
練

で
実
施
す
る
こ
と
か
ら
一
部
の
課
題
は
次
年
度
実
施
す
る
。
 

指
標
５
：
シ
ナ
リ
オ
非
提
示
型
訓
練
の
実
施
状
況

 

○
 開

示
す
る
範
囲
、
程
度
（
一
部
開
示
の
場
合
、
誰
に
／
何
を
開
示
す
る
の
か
具
体

的
に
記
載
）
及
び
そ
の
設
定
理
由
を
確
認
す
る
。

【
2
部
制
訓
練
】
 

第
１
部
訓
練
及
び
第
２
部
訓
練
を
総
合
し
て
評
価
す
る
。
 

〇
第

1
部
訓
練
は
一

部
の
プ
レ
ー
ヤ
に
対
し
て
シ
ナ
リ
オ
を
開
示
す
る
。
 

（
シ
ナ
リ
オ
作
成

に
係
る
副
原
子
力
防
災
管
理
者

2
名
）

○
第

2
部
訓
練
は
す

べ
て
の
プ
レ
ー
ヤ
に
対
し
て
シ
ナ
リ
オ
を
開
示
す
る
。

但
し
、
付
与
の
タ

イ
ミ
ン
グ
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
で
実
施
す
る
こ
と
で
、
中
期
計
画

で
定

め
て

い
る

事
象

進
展

の
速

度
を

速
め

場
合

で
も

適
切

に
E
RC

へ
の

情
報

提

供
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

指
標
６
：
シ
ナ
リ
オ
の
多
様
化
・
難
度

 

○
 訓

練
シ
ナ
リ
オ
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
す
る
。

○
 シ

ナ
リ
オ
多
様
化
に
関
し
、
付
与
す
る
場
面
設
定
を
確
認
す
る
。

○
 訓

練
プ

レ
ー

ヤ
へ

難
度

の
高

い
課

題
を

ど
の

よ
う

に
与

え
て

い
る

か
を

確

認
す

る
。

例
）
 

・
時
間

：
要
員
が
少
な
い
時
間
帯
 

・
場
所

：
対
応
が
困
難
と
な
る
場
所
 

・
気
象

：
通
常
訓
練
で
想
定
し
な
い
天
候

や
組
み
合
わ
せ
な
ど
 

・
体
制

：
キ
ー
と
な
る
要
員
の
欠
員
 

・
資
機
材
 
：
手
順
外
の
資
機
材
の
活
用

・
計
器
故
障
：
E
A
L
 
判
断
計
器
ま
た
は
重
要
計
器
故
障
、
こ
れ
に
伴
う
代
替
パ

ラ
メ
ー
タ
で
の
確
認

〇
緊
対
所
内
で
の
戦
略
策
定
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
の
観
点
か
ら
、
事
象
の
進
展
速
度
が

遅
い
想
定
で
訓
練
を
行
い
、
緊
対
所
内
で
の
情
報
共
有
能
力
の
向
上
を
図
る
と
共

に
、
シ
ナ
リ
オ
の
多
様
化
を
目
的
と
し
た
地
震
発
生
に
起
因
と
し
た
異
常
漏
洩
、

身
体
汚
染
者
、
負
傷
者
及
び
火
災
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
う
。
 

○
平
日
、
昼
間

○
ホ
ッ
ト
ラ
ボ
施
設
（
発
災
場
所
）
、
材
料
棟

、
緊
急
時
対
策
本
部

訓
練

シ
ナ

リ
オ

に
係

る
事

項
の

た
め

非
公

開
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・
人

為
的
ミ
ス
：
操
作
や
報
告
の
ミ
ス

・
O
F
C
 
対
応
：
要
員
派
遣
に
加
え
、
オ
ン
サ
イ

ト
と
連
携
し
た
活
動

・
判

断
分
岐
：
マ
ル
チ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
途
中

の
判
断
分
岐

・
そ

の
他
 ：

複
数
の
汚
染
傷
病
者
な
ど

【
2
部
制
訓
練
】
 

○
 2部

制
訓
練
に
お
い
て
は
、
第
２
部
訓
練
で
は
Ｅ
Ａ
Ｌ
多
様
性
、
通
信
連
絡
体
制

の
欠

員
、
通
信
方
法
の
多
様
性
等
を
確
認
す
る

。

指
標
７
：
広
報
活
動

 

評
価

要
素
①
～
④
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
対
応
、
参
加
等
の
予
定
を
確
認
す
る
。
 

【
2
部
制
訓
練
】
 

2
部
制
訓
練
を
実
施
し
た
施
設
に
お
い
て
は
、
第

1
部
訓
練
又
は
第

2
部
訓
練
の
ほ

か
、
要
素
訓
練
を
含
め
て
評
価
す
る
。
 

①
事

業
者

緊
急

時
対

策
本

部
か

ら
プ

レ
ス

文
案

の
事

前
提

供
と

し
て

E
R
C
広

報
班

（
E
R
C
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
模
擬
）
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
入
れ
る
。

②
模
擬
記
者
は
社

内
で
人
選
し
た
者
を
予
定
し
て
い
る
。

③
社
内
会
議
室
に

て
模
擬
記
者
会
見
を
実
施
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

④
な
し

指
標
８
：
後
方
支
援
活
動

 

○
 評
価
要
素
①
，
②
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
具
体
的
活
動
予
定
（

特
に
、
実
動
で
実
施
す

る
範
囲
を
明
確
に
す
る
こ
と
）
を
確
認
す
る
。

①
原
子
力
事
業
者
間
の
支
援
活
動

②
原
子
力
事
業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点
と
の
連
動

○
 一
部
を
要
素
訓
練
で
実
動
し
、
残
り
を
総
合
訓
練
で
実
動
す
る
な
ど
、
複
数
の
訓
練
を
組

み
合
わ
せ
て
一
連
の
後
方
支
援
活
動
の
訓
練
を
実
施
す
る
場
合
は
、
そ
の
内
容
を
確
認
す

る
。

【
2
部
制
訓
練
】
 

2
部
制
訓
練
を
実
施
し
た
施
設
に
お
い
て
は
、
第
1
部
訓
練
の
ほ
か
、
要
素
訓
練
を
含

め
て
評
価
す
る
。
 

〇
な
し
。
 

他
事
業
所
支
援
要

請
訓
練
は
、
要
素
訓
練
で
実
施
す
る
。
 

災
害
対
策
支
援
拠

点
と
の
連
動
訓
練
は
、
要
素
訓
練
で
実
施
す
る
。
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指
標
９
：
訓
練
へ
の
視
察
な
ど

 

（
①
他
原
子
力
事
業
者
へ
の
視
察
）

○
 他

事
業
者
へ
の
視
察
実
績
、
視
察
計
画
を
確
認
す
る
。

（
②
自
社
訓
練
の
視
察
受
け
入
れ
）

○
 自

社
訓
練
の
視
察
受
け
入
れ
計
画
（
緊
対
所
の
視
察
受
入
れ
可
能
人
数
、
募

集
締
め
切
り
日
、
募
集
担
当
者
の
氏
名
・
連
絡
先
）
 
を
確
認
す
る
。

（
③
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
等
の
受
入
れ
）

○
 ピ

ア
レ

ビ
ュ

ー
等

の
受

入
れ

計
画

（
受
入
れ
者
の
属
性
、
レ
ビ
ュ

ー
内

容

等
）
を
確
認
す
る
。

（
④
E
R
C
 
へ
の
訓
練
視
察
）

○
 ER

C
 
へ
の
訓
練
視
察
の
実
績
、
視
察
計
画
を
確
認
す
る
。

【
2
部
制
訓
練
】
 

2
部
制
訓
練
を
実
施
施
設
に
お
い
て
、
②
に
お
け
る

自
社
訓
練
や
③
に
お
け
る
ピ
ア

レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
訓
練
は
、
第
1
部
訓
練
を
対
象
と
す
る
。
ま
た
、
①
及
び
④
に

お
け
る
他
社
の
訓
練
は
、
他
社
の
第
2
部
訓
練
を
除
く
。

①
1
1
月

2
8
日
に
Ｇ
Ｎ
Ｆ
－
Ｊ
殿
の
訓
練
を
視
察
済
。

②
Ｇ
Ｎ
Ｆ
－
Ｊ
殿
の
視
察
受
け
入
れ
を
計
画

③
Ｇ
Ｎ
Ｆ
－
Ｊ
殿
の
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
受
け
入
れ
を
計
画

④
Ｎ
Ｄ
Ｃ
殿
訓
練
ビ
デ
オ
を
視
聴
済
み
。

今
後
Ｅ
Ｒ
Ｃ
訓
練
視
察
を
計
画
す
る

指
標
１
０
：
訓
練
結
果
の
自
己
評
価
・
分
析

 

－
 

－
 

指
標
１
１
：
訓
練
参
加
率

 

○
 参

加
予
定
人
数
（

う
ち
、
リ
エ
ゾ
ン
人
数
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
人
数
）
 を

確
認
す

る
。

○
 評

価
者
予
定
人
数
を
確
認
す
る
。

【
補
足
説
明
】
 

2
部
制
訓
練
を
実
施
し
た
施
設
に
お
い
て
は
、
第
1
部
訓
練
及
び
第
2
部
訓
練
の
そ
れ

ぞ
れ
を
対
象
と
し
て
評
価
す
る
。
 

○
参
加
予
定
人
数

第
１
部
訓
練
：
名
(
リ
エ
ゾ
ン

0
名
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

2
名
)

第
２
部
訓
練
：
1
6
名
(
8
3
リ
エ
ゾ
ン

0
名
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

2
名
)

○
評
価
者
予
定
人
数

第
１
部
訓
練
：
社
内

2
名
、
社
外

2
名

第
２
部
訓
練
：
社
内

2
名



8 

備
考
：
中
期
計
画
の
見
直
し

 

○
 見

直
し
状
況
、
見
直
し
内
容
、
今
年
度
訓
練
実
施
計
画
の
位
置
づ
け
を
確
認
す
る
。

【
7
】

○
 見

直
し
後
の
中
期
計
画
を
確
認
す
る
。
【
8
】

○
 前

回
訓

練
の

訓
練

報
告

書
提

出
以

降
か

ら
次

年
度

訓
練

ま
で

対
応

実
績
・
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
作
業
フ
ロ
ー
な
ど
）
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
【
9】

○
 前

回
訓

練
実

施
後

の
面

談
時

に
確

認
し

た
 
P
D
C
A
 
計

画
を

再
度

確
認

す

る
。

〇
【
7
】
計
画
書

1
.
 

〇
【
8
】
計
画
書
中

に
記
載
 

〇
【
9
】
対
策
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
資
料
は
別
紙
 

備
考
：
現
場
実
動
訓
練
の
実
施

 

○
 現

場
実
動
訓
練
の
実
施
内
容

○
 事

故
シ

ナ
リ

オ
に

基
づ

き
実

施
す

る
緊

急
時

対
策

所
の

活
動

と
の

連
携

を
確

認

す
る

〇
現
場
実
働
訓
練
の

実
施
 

①
汚

染
除

去
訓

練
：

身
体

汚
染

者
に

除
染
訓

練
を

行
う

。
対

象
者

を
シ

ャ
ワ

ー
室

に
誘
導
、
汚
染

個
所
の
脱
衣
、
シ
ャ
ワ
ー
水
を
実
際
に
か
け
て
除
染
を
行
う
。

②
負

傷
者

対
応

訓
練

：
作

業
中

の
負

傷
を
想

定
し

た
救

護
活

動
を

行
う

。
発

災
現

場
か

ら
ホ

ッ
ト

ラ
ボ

施
設

玄
関

ま
で

の
搬

送
ま

で
は

担
架

を
用

い
た

実
搬

送
と

し
、
救
急
車
に

よ
る
搬
送
は
模
擬
し
て
行
う
。

③
収

束
活

動
訓

練
：

緊
急

作
業

要
員

の
参
集

、
必

要
装

備
の

装
着

、
入

域
は

実
働

と
す

る
。

排
風

機
停

止
は

、
停

止
操

作
確

認
ま

で
と

し
て

実
際

の
停

止
は

し
な

い
。

建
屋

目
張

り
は

、
負

圧
管

理
に

影
響

が
な

い
よ

う
に

す
る

た
め

、
隙

間
か

ら
ず
ら
し
た
箇

所
を
実
働
で
目
張
す
る
。

④
消

防
活

動
訓

練
：

発
煙

発
見

時
、

本
部
へ

の
通

報
、

消
火

器
準

備
ま

で
行

い
、

発
泡

ま
で

は
行

わ
な

い
。

消
火

器
の

使
用

訓
練

は
、

要
素

訓
練

と
し

て
実

施
済

み
。

消
防

署
に

よ
る

活
動

は
、

社
員

が
公

設
消

防
を

模
擬

し
て

鎮
火

確
認

を
行

う
。
公
設
消
防

と
の
連
携
は
、
要
素
訓
練
で
実
施
済
み
。

〇
緊
対
所
と
の
連
携

 

①
汚
染
除
去
訓
練

：
発
災
現
場
か
ら
緊
対
所
へ
の
報
告
の
み
と
な
る
。

(
シ
ャ
ワ
ー
除
染

模
擬
に
よ
り
除
染
さ
れ
る
シ
ナ
リ
オ
)
 

②
負
傷
者
対
応
：
発
災
現
場
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
緊
対
所
は
救
護
班
へ
の
指
示
、

救
急
車
を
要
請

す
る
。

③
収

束
活

動
訓

練
：

緊
対

所
は

、
発

災
現
場

周
辺

の
放

射
能

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

情
報

を
確

認
し

、
収

束
作

業
計

画
の

立
案

、
緊

急
作

業
要

員
参

集
の

指
示

、
必

要
装

備
の

指
示

を
行

う
。

緊
急

作
業

要
員

は
、

緊
対

所
の

指
示

に
よ

り
発

災
現

場
に
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て
収
束
作
業
を

実
施
す
る
。
 

④
消
防
活
動
訓
練

：
発
災
現
場
か
ら
の
通
報
を
受
け
て
消
防
へ
の
通
報
を
行
う
。

(
通
報
は
社
内
模

擬
)

【
補

足
】

事
業

者
と

E
R
C
の

訓
練

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

間
の

調
整

事
項

 

○
E
R
C
 広

報
班
と
の
連
動
の
有
無

○
リ

エ
ゾ
ン
の
人
数
、
入
館
時
刻
、
訓
練
参
加

タ
イ
ミ
ン
グ

○
訓

練
終
了
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
そ
の
後
の
振
り

返
り
の
要
否

○
事

前
通
信
確
認
実
施
の
要
否

○
E
R
C
 と

連
携
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
所
属
、
氏
名
、
連
絡
先

○
E
R
C
 対

応
者
の
職
位
、
氏
名

○
訓

練
時

、
メ

ー
ル

を
利

用
し

た
 
E
R
C
 
プ

ラ
ン

ト
班

へ
の

資
料

提
供

の
実

施
の

有
無
 

○
E
R
C
 広

報
班
（
ER
Cコ

ン
ト
ロ
ー
ラ
模
擬
）
宛
て
に
プ
レ
ス
文
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
す
る
。

○
リ
エ
ゾ
ン
は
派
遣
し
な
い

〇
訓
練
終
了
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
そ
の
後
の
振
り
返
り
の
要
否
 

第
１

部
訓

練
：
収

束
活

動
を

行
い

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
値

が
平

常
時

に
戻

っ
た

時
点

で
訓

練
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
合

図
に

よ
り

Ｅ
Ｒ

Ｃ
と

の
接

続
訓

練
は

終
了
と
す
る
。
そ
の
後
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
と
の
振
り
返
り
を
行
う
。
 

第
２
部
訓
練
：
収
束
活
動
完
了
の

2
5
条
報
告
、
質
問
事
項
の
確
認
後
に
訓
練
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
合
図
に
よ
り
、
E
R
C
へ
の
通
報
連
絡
訓
練
は
終
了
。

E
R
C
接
続
終
了
後
に
行
わ
れ
る
模
擬
記
者
会
見
終
了
を
も
っ
て
終

了
と
す
る
。
 

○
事
前
通
信
確
認
要
。
確
認
日
は
別
途
調
整
と
す
る
。

〇
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

〇
E
R
C
対
応
者
 

〇
実
施
予
定
 

個
人
情
報
係
る
事
項
の
た
め
非
公
開




